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国
際
私
法
上
、
扶
養
義
務
の
準
拠
法
に
つ
い
て
は
、
扶
養
義
務
そ
の
も
の
の
概
念
規
定
、
特
に
こ
の
制
度
の
現
代
的
意
義
、
こ
れ
に
対

す
る
準
拠
法
の
定
立
等
幾
多
の
疑
問
を
生
ず
る
の
で
、
現
行
の
法
例
の
規
定
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

　
社
会
に
は
、
常
に
、
自
分
の
資
産
と
労
力
で
は
生
活
で
き
な
い
者
が
お
り
、
こ
れ
ら
の
者
に
も
生
活
の
資
料
を
与
え
、
そ
の
生
存
を
全

う
さ
せ
る
の
が
扶
養
の
制
度
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
社
会
共
同
の
理
想
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
生
活
無
力
者
は
、
社
会
全
体
の
連
帯

に
お
い
て
、
そ
の
生
活
を
保
障
す
べ
き
で
、
す
な
わ
ち
、
社
会
全
体
の
た
め
に
、
社
会
全
体
に
よ
っ
て
扶
養
が
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
は
極
め
て
簡
単
な
古
代
社
会
か
生
産
力
の
非
常
に
豊
か
な
社
会
で
な
い
限
り
実
現
不
可
能
な
こ
と
で
、
多
く
の
場
合
、
社
会

は
公
的
な
扶
助
を
比
較
的
低
度
に
限
り
、
そ
れ
以
上
の
必
要
は
私
人
の
扶
助
に
ま
た
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
が
私
法
的
扶
養
義
務
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
川
善
之
助
氏
も
い
う
通
り
、
私
法
的
扶
養
義
務
は
扶
養
必
要
者
に
密
接
な
生
活
関
係
を
有
す
る
者
に

負
わ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
民
法
は
、
何
人
が
最
も
扶
養
必
要
者
と
経
済
共
通
の
地
位
に
立
つ
か
を
探
索
し
、
そ
の
最
も
近
い

者
よ
り
、
次
第
に
遠
い
者
へ
と
順
位
を
つ
け
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
か
か
る
親
疎
の
関
係
は
、
具
体
的
な
事
実
に
し
た
が
っ
て
、
個

々
に
判
断
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
抽
象
的
に
、
そ
の
者
の
身
分
関
係
の
種
別
に
し
た
が
っ
て
、
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
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ば
、
身
分
に
附
着
し
た
当
然
の
法
定
効
果
と
し
て
、
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
榊
劃
嵯
之
鋤
扶
瀦
灘
箒
滞
鉾
難
典
酬
〇
三
胱
百
）
。
し
か
し
、
社
会
が

発
達
し
文
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
貧
困
は
資
本
主
義
経
済
組
織
で
は
不
可
避
的
な
現
象
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

の
思
想
が
支
配
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
国
家
は
国
民
の
最
後
の
一
人
ま
で
も
、
そ
の
生
存
を
保
障
す
る
責
任
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
わ
が
憲
法
も
二
五
条
で
こ
れ
を
宣
言
す
る
通
り
、
こ
れ
は
な
お
プ
ロ
グ
ラ
ム
的
意
味
を
も
つ
に
過
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
ま
た
生
活
保
護
法
も
「
国
が
生
活
に
困
窮
す
る
す
べ
て
の
国
民
に
対
し
、
そ
の
困
窮
の
程
度
に
応
じ
必
要
な
保
護
を
行
な
い
、
そ
の

最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
」
（
生
保
法
一
）
と
規
定
す
る
に
い
た
る
や
、
こ
こ
に
お
い
て
、
身
分
に
附
着
し
た
当
然
の
法
定
効
果
と
し
て
の
、

こ
の
扶
養
の
義
務
づ
け
も
、
一
つ
の
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
。
こ
れ
は
、
抵
触
規
範
で
あ
る
わ
が
法
例
に
も
反
映
し
、
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
種
々

問
題
を
提
起
し
、
い
さ
さ
か
混
迷
を
き
た
し
て
い
る
観
が
な
い
で
も
な
い
。

　
わ
が
法
例
は
一
二
条
で
「
扶
養
ノ
義
務
ハ
扶
養
義
務
者
ノ
本
国
法
二
依
リ
テ
之
ヲ
定
ム
」
と
規
定
し
て
い
る
。
本
条
は
い
う
ま
で
も
な

く
、
私
的
な
親
族
的
扶
養
の
法
律
関
係
は
、
そ
の
準
拠
法
を
扶
養
義
務
者
の
本
国
法
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
も
の
で
、
親
族
的
扶
養
に

関
す
る
一
切
の
法
律
関
係
は
、
す
べ
て
、
そ
の
準
拠
法
で
あ
る
扶
養
義
務
者
の
本
国
法
に
し
た
が
っ
て
判
断
さ
れ
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
い
ま
当
面
の
生
活
困
窮
者
で
あ
る
要
扶
養
者
、
す
な
わ
ち
扶
養
請
求
者
の
本
国
法
は
全
く
問
題
と
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
こ

の
義
務
者
の
本
国
法
の
準
拠
時
点
で
あ
る
が
、
実
質
法
上
で
は
、
扶
養
義
務
の
発
生
は
現
実
に
扶
養
を
必
要
と
す
る
自
活
不
能
状
態
の
発

生
当
時
で
あ
ろ
う
が
、
法
例
の
解
釈
上
、
抵
触
規
定
と
し
て
は
、
訴
訟
当
時
に
お
け
る
本
国
法
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
諭
哉
灘
牢
鞭
甥
瓢
職
ゴ
写

純
ピ
劃
熟
川
二
醐
際
）
。
法
例
が
扶
養
義
務
者
の
本
国
法
を
準
拠
法
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
扶
養
の
法
律
関
係
が
法
律
上
当
然
発
生
す
る

法
定
義
務
に
基
づ
く
も
の
で
、
そ
の
義
務
は
一
定
の
身
分
関
係
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
の
身
分
・
能
力
は
属
人
法
に

し
た
が
う
と
い
う
法
規
分
類
説
（
ω
［
①
吟
已
件
6
目
ー
⇔
庁
6
0
江
o
）
以
来
の
伝
統
的
な
考
え
方
に
よ
っ
て
、
属
人
法
の
管
轄
に
属
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
扶
養
制

度
の
本
質
よ
り
扶
養
被
請
求
者
の
属
人
法
に
、
わ
が
法
例
は
本
国
法
主
義
を
建
前
と
す
る
故
、
扶
養
義
務
者
の
本
国
法
に
準
拠
せ
し
め
ら
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れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
法
例
修
正
案
理
由
書
も
こ
れ
を
次
の
如
く
説
明
す
る
「
元
来
扶
養
ノ
義
務
ハ
親
族
相
扶
助
ス
ヘ
キ
自
然
且
徳

義
上
ノ
関
係
ヨ
リ
由
来
セ
ル
主
義
ニ
シ
テ
義
務
ヲ
主
ト
シ
テ
発
達
シ
タ
ル
法
律
関
係
ナ
ル
カ
故
二
其
義
務
ノ
発
生
及
ヒ
範
囲
ハ
義
務
老
ノ

本
国
法
二
依
リ
テ
定
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
シ
且
ツ
義
務
者
ノ
本
国
法
二
依
ル
ノ
ミ
ニ
テ
充
分
ニ
シ
テ
更
二
権
利
者
ノ
本
国
ヲ
以
テ
之
ヲ
制
限
ス

ヘ
キ
理
由
無
キ
モ
ノ
ト
ス
故
二
本
案
ハ
義
務
者
ノ
本
国
法
二
依
ル
ヲ
以
テ
原
則
ト
セ
リ
」
と
。
二
一
条
を
適
用
す
る
に
当
っ
て
先
ず
問
題

と
な
る
の
は
、
こ
こ
に
い
う
扶
養
義
務
と
は
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
国
際
私
法
上
い
わ
ゆ
る
法
律
関
係
性
質
決
定
の
問
題
で

あ
る
。
川
上
太
郎
氏
は
、
こ
れ
は
本
条
の
立
法
精
神
・
目
的
に
照
ら
し
て
決
定
す
べ
き
で
、
国
際
私
法
は
諸
国
実
質
私
法
の
適
用
範
囲
を

定
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
諸
国
実
質
私
法
上
扶
養
義
務
に
つ
い
て
一
般
的
共
通
概
念
が
存
す
る
な
ら
ば
こ
れ
に
よ
る
べ
く
、
萬
一
共
通

概
念
が
存
し
な
い
と
き
は
法
廷
地
法
た
る
わ
が
国
の
実
質
法
上
の
扶
養
義
務
の
本
質
的
徴
表
に
照
ら
し
て
こ
れ
を
決
す
べ
き
で
あ
る
と

し
、
本
条
の
扶
養
義
務
と
は
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
一
定
範
囲
の
親
族
相
互
間
に
お
い
て
自
活
し
え
な
い
者
に
生
活
資
料
を
給
与
す
べ

き
義
務
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
鋼
灘
規
議
磯
座
）
。
わ
が
民
法
の
解
釈
で
も
、
第
六
章
扶
養
（
熱
比
耽
）
の
規
定
を
親
族
扶
養
と
呼
ん
で
、
一
定
範
囲

の
親
族
間
の
相
互
的
な
扶
養
義
務
に
関
す
る
も
の
と
し
、
夫
婦
間
の
扶
養
義
務
（
コ
五
）
お
よ
び
、
未
成
年
の
子
に
対
す
る
親
の
扶
養
義
務

（八

Z
〇
）
と
を
区
別
し
、
前
者
を
生
活
扶
助
義
務
、
後
者
を
生
活
保
持
義
務
と
呼
ぶ
こ
と
が
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
親
の
未
成

年
の
子
に
対
す
る
扶
養
義
務
に
つ
い
て
は
、
民
法
は
特
別
の
規
定
を
設
け
ず
、
そ
の
費
用
の
面
に
つ
い
て
七
六
〇
条
の
規
定
を
お
く
が
、

実
際
の
規
制
に
当
っ
て
は
八
七
七
条
以
下
に
よ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
高
橋
勝
治
、
現
代
家
族
講
座
六
巻
、
家
族
の
扶
養
三
〇
八
ー
九
）
。
こ
れ
は
西
原
道
雄
氏
も
指
摘
す
る

通
り
で
、
未
成
熟
子
に
対
す
る
親
の
扶
養
義
務
が
他
の
親
族
間
の
扶
養
義
務
よ
り
重
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
学
説
で
は
異
論
は

な
い
が
、
日
本
民
法
は
現
在
も
こ
の
点
に
つ
い
て
明
瞭
に
は
現
定
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
民
法
八
七
七
条
以
下
は
い
わ
ゆ
る
生
活
扶

助
義
務
だ
け
に
関
す
る
規
定
で
、
未
成
熟
子
に
対
す
る
親
の
扶
養
義
務
に
つ
い
て
は
民
法
は
な
ん
ら
規
定
を
お
い
て
い
な
い
と
い
う
見
解

も
あ
る
。
し
か
し
、
義
務
の
法
文
上
の
根
拠
を
ま
っ
た
く
否
定
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
家
事
審
判
法
等
の
手
続
法
と
の
関
連
で
困
難
を
来
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た
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
立
法
論
は
と
も
か
く
、
現
行
法
の
解
釈
論
と
し
て
は
こ
れ
は
や
は
り
八
七
七
条
以
下
に
含
ま
れ
て
い
る
と
み
る

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
と
（
糠
澱
法
鉄
∋
）
。
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
は
ま
た
や
む
を
え
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
定
の
身
分
に
基
づ
き
発

生
す
る
当
然
の
法
定
効
果
と
し
て
の
義
務
で
あ
る
が
、
従
来
は
そ
の
根
拠
を
道
徳
的
義
務
と
し
て
、
梅
謙
次
郎
氏
は
「
近
親
ハ
或
ハ
自
然

ノ
愛
情
二
因
リ
或
ハ
自
己
力
直
接
又
ハ
間
接
二
其
者
ヲ
此
世
二
生
マ
レ
シ
メ
タ
ル
ニ
因
リ
或
ハ
鞠
育
ノ
恩
二
報
フ
ヘ
キ
ニ
因
リ
或
ハ
之
ヲ

養
フ
為
メ
家
産
ヲ
相
続
シ
タ
ル
ニ
因
リ
之
ヲ
救
助
ス
ヘ
キ
天
然
ノ
地
位
二
在
ル
者
ニ
シ
テ
古
今
東
西
ヲ
論
セ
ス
又
法
二
明
文
ア
ル
ト
否
ト

ヲ
問
ハ
ス
此
義
務
ヲ
認
メ
サ
ル
ハ
ナ
シ
」
（
囎
法
顧
議
鳩
之
）
と
し
、
ま
た
山
田
三
良
氏
も
、
親
族
相
互
に
扶
養
す
べ
き
こ
と
は
倫
理
道
徳
上

の
義
務
で
あ
る
が
、
近
世
諸
国
の
民
法
は
此
の
義
務
を
法
律
化
し
、
一
定
の
親
族
間
に
扶
養
を
為
す
べ
き
法
律
上
の
権
利
義
務
を
認
む
る

を
以
て
例
と
し
て
い
る
（
綱
噸
嬬
法
）
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
、
成
る
程
、
親
族
が
相
依
り
相
扶
け
る
こ
と
は
自
然
の
人
情
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
道
徳
上
の
義
務
と
し
て
も
要
請
さ
れ
て
い
る
が
、
一
定
の
親
族
間
に
法
律
上
の
義
務
と
し
て
親
族
扶
養
が
認
め
ら
れ
る

根
拠
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
一
般
的
に
明
確
な
回
答
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
反
論
が
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
国
家
的
扶
養
制
が

確
立
し
て
か
ら
も
親
族
扶
養
先
行
主
義
が
依
然
と
し
て
保
持
さ
れ
、
親
族
は
現
実
に
共
同
生
活
態
を
構
成
し
て
い
な
く
て
も
、
法
律
上
扶

養
の
義
務
を
負
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
そ
の
根
拠
を
親
族
関
係
自
体
の
中
に
求
め
る
外
は
な
い
が
、
法
的
扶
養
の
根
拠
は
こ

の
よ
う
な
自
然
的
道
徳
的
関
係
の
み
か
ら
は
で
て
こ
な
い
と
し
、
ま
た
、
親
族
財
産
関
係
又
は
相
続
関
係
と
も
扶
養
関
係
は
密
接
な
関
連

を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
も
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
と
し
、
更
に
、
家
族
制
度
が
法
上
廃
止
さ
れ
た
現
在
、
夫
婦
・
親
子
は
現
実

に
且
つ
法
的
に
も
共
同
生
活
態
を
構
成
す
る
が
、
他
の
親
族
関
係
は
観
念
的
で
、
現
実
に
共
同
生
活
を
営
む
場
合
で
も
法
的
に
は
現
実
的

共
同
生
活
の
義
務
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
親
族
扶
養
の
法
的
根
拠
が
奈
辺
に
あ
る
か
不
明
確
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
搬
課

撲
一
叢
保
襯
順
法
）
。
さ
れ
ば
、
立
石
芳
枝
氏
は
こ
れ
を
評
し
て
妙
、
曰
く
、
本
来
、
生
活
困
窮
者
の
救
済
は
、
社
会
が
負
担
す
べ
き
義
務
で
あ

る
（
憲
法
二
五
条
H
項
、
生
活
保
護
法
一
条
参
照
）
。
こ
れ
を
親
族
の
負
担
に
ゆ
だ
ね
て
、
も
し
怪
し
ま
な
け
れ
ば
（
註
雑
鍬
嚥
法
）
、
そ
れ
は
、
「
家
」
と
い
う
親
族
団
体
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の
存
在
な
い
し
機
能
を
、
懐
疑
す
る
こ
と
な
く
是
認
し
て
い
た
、
旧
法
時
代
に
培
養
さ
れ
た
考
え
方
の
惰
性
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
民
主

的
な
考
え
方
に
よ
る
社
会
が
発
達
し
、
社
会
保
障
の
制
度
が
発
達
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
さ
さ
や
か
な
、
恩
義
的
な
、
救
貧
方
法
は
、
必

然
的
に
自
壊
の
運
命
を
た
ど
る
で
あ
ろ
う
と
（
我
妻
・
立
石
、
親
族
法
・
相
続
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
、
三
四
六
）
。
わ
が
民
法
に
お
け
る
こ
の
混
迷
は
、
抵
触
規
範
で
あ
る
法
例
二
一

条
の
解
釈
に
導
入
さ
れ
る
と
、
一
層
複
雑
と
な
る
。
夫
婦
間
の
扶
養
義
務
は
生
活
保
持
義
務
と
し
て
、
婚
姻
の
効
力
に
関
す
る
準
拠
法
を

定
め
た
法
例
一
四
条
に
よ
ら
し
め
る
の
は
よ
い
と
し
て
、
親
子
間
の
扶
養
義
務
に
つ
い
て
は
議
論
が
分
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
除
い
た
、

兄
弟
姉
妹
間
の
扶
養
義
務
や
父
母
以
外
の
直
系
親
族
間
の
扶
養
義
務
等
に
つ
い
て
、
二
一
条
に
よ
る
こ
と
は
議
論
が
な
い
。
ま
ず
、
実
質

法
で
い
う
生
活
保
持
義
務
説
に
忠
実
な
見
解
は
、
親
の
未
成
熟
子
に
対
す
る
扶
養
は
法
例
二
〇
条
に
、
親
の
成
熟
子
に
対
す
る
扶
養
、

子
の
親
に
対
す
る
扶
養
は
二
一
条
に
よ
る
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
説
は
、
子
の
成
熟
未
成
熟
を
い
か
に
し
て
性
質
決
定
す
る
か
で
行

き
詰
ま
る
。
そ
こ
で
、
一
説
は
、
親
の
子
に
対
す
る
扶
養
義
務
を
、
子
が
成
年
で
あ
れ
ば
二
一
条
に
、
未
成
年
で
あ
れ
ば
二
〇
条
に
よ

る
と
す
る
。
更
に
ま
た
一
説
は
、
親
子
間
の
扶
養
義
務
は
親
子
関
係
の
重
要
な
効
果
で
あ
る
か
ら
、
消
極
的
規
定
で
あ
る
二
一
条
に
準
拠

す
る
こ
と
は
適
当
で
な
く
、
子
の
成
熟
、
未
成
熟
を
問
わ
ず
、
親
の
子
に
対
す
る
と
子
の
親
に
対
す
る
と
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
二
〇
条
に

よ
る
も
の
と
す
る
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
法
例
二
一
条
の
「
扶
養
ノ
義
務
」
で
は
、
夫
婦
相
互
間
の
扶
養
義
務
の
み
を
他

の
親
族
扶
養
の
問
題
と
区
別
す
べ
き
な
の
か
、
夫
婦
間
の
扶
養
義
務
の
ほ
か
い
か
な
る
親
族
扶
養
を
も
っ
て
、
な
お
身
分
関
係
の
内
容
の

問
題
と
性
質
決
定
し
、
こ
れ
か
ら
除
外
す
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
満
足
す
べ
き
回
答
は
え
な
れ
な
い
と
し
、
も
と
も
と
、
一
定
の
親

族
間
の
扶
養
を
法
律
上
の
義
務
と
し
て
規
定
す
る
に
い
た
っ
た
根
拠
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
ま
だ
明
確
な
回
答
が
出
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
、
実
質
法
の
解
釈
論
に
お
け
る
と
同
じ
疑
問
が
だ
さ
れ
て
い
る
（
佐
藤
哲
夫
、
扶
養
、
別
冊
ジ
ユ
リ
ス
ト
一
六
号
、
渉
外
判
例
百
選
一
三
四
1
五
）
。
わ
が
民
法
の
規
定
す
る
直
系
血
族
及
び

兄
弟
姉
妹
間
の
扶
養
義
務
の
範
囲
は
（
品
民
八
）
、
広
す
ぎ
る
と
い
う
非
難
も
あ
る
が
、
ス
イ
ス
民
法
に
も
同
じ
規
定
が
あ
る
（
場
㌻
眠
磐
乞
珈

氏
の
解
説
に
よ
る
と
扶
養
の
文
字
に
ド
イ
ツ
民
法
は
す
べ
て
の
場
合
に
q
コ
苫
吟
匡
自
＃
の
一
字
を
用
い
る
が
、
ス
イ
ス
民
法
は
親
族
扶
養
を
く
⑦
『
弍
①
ロ
ぱ
け
ω
n
庁
知
津
ば
o
ゴ
6
弓
白
［
ω
吟
切
け
｛
冒
N
已
o
西
と
い

い
》
昌
、
ω
毘
、
親
子
と
夫
婦
の
場
合
は
q
鼻
⑳
「
げ
①
＃
を
用
い
て
い
る
』
詳
゜
N
鳶
“
ω
ω
O
。
O
葺
6
吟
庁
巴
．
と
は
「
或
る
物
の
存
立
の
た
め
に
必
要
な
る
も
の
」
の
謂
で
あ
り
、
q
暮
忠
吻
9
件
N
ロ
白
頓
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虻
治
鍼
筋
鋤
励
㎎
猷
搬
孔
ぽ
泣
蚊
肪
抽
靴
抽
る
の
⊥
調
提
灘
律
粧
離
蛙
順
謙
⇒
磁
⑱
と
）
。
ま
た
、
昨
年
十
月
一
日
か
ら
実
施
の
ソ
連
新
家
族
法
も
、
未
成
年
の
弟
妹
に

対
す
る
兄
姉
の
扶
養
義
務
を
規
定
す
る
（
二
一
、
法
律
時
報
四
七
二
号
八
七
以
下
参
照
）
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
法
は
、
兄
弟
姉
妹

間
に
な
ん
ら
法
律
上
の
義
務
を
認
め
て
い
な
い
（
勘
鴻
師
㌣
。
ぷ
゜
・
鴨
内
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ジ
ル
バ
ー
ナ
ー
ゲ
ル
は
フ
ー
バ
ー
（
国
轟
。
5
＝
〒

ぴ
2
）
の
ス
イ
ス
私
法
を
引
用
し
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
で
次
の
如
く
解
説
す
る
。
中
世
の
ド
イ
ッ
諸
法
で
は
、
　
一
つ
の
非
常
に
緊
密
な
バ
ン

ド
（
ロ
①
5
エ
）
が
血
族
達
（
設
蹄
蕪
〕
を
繋
ぎ
、
ジ
ッ
ペ
の
仲
間
、
少
な
く
と
も
男
系
の
親
族
達
は
殺
さ
れ
た
仲
間
の
人
命
金
（
烈
路
．
，
）
に

対
す
る
権
利
、
　
仲
間
の
相
続
権
を
も
ち
、
　
貧
困
者
は
仲
間
か
ら
扶
助
を
期
待
で
き
た
。
　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
権
利
は
そ
の
血
族
関
係

（細

i
羅
断
昌
）
の
内
部
で
は
相
互
的
な
義
務
で
も
あ
っ
た
。
全
ジ
ッ
ペ
が
責
任
を
も
っ
て
仲
間
の
た
め
に
協
力
し
た
こ
と
が
忘
れ
去
ら
れ

て
も
、
こ
れ
は
後
世
ま
で
扶
助
義
務
と
し
て
血
族
達
に
伝
わ
り
、
こ
の
よ
う
な
血
族
達
の
共
存
意
識
や
連
帯
感
情
が
薄
れ
る
に
つ
れ
、
扶

助
義
務
も
次
第
に
小
生
活
圏
に
限
ら
れ
て
い
っ
た
。
十
六
・
七
世
紀
で
は
、
祖
父
母
の
傍
系
卑
属
迄
相
互
的
扶
助
義
務
が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
も
や
が
て
尊
族
親
と
兄
弟
姉
妹
に
、
更
に
一
層
の
近
親
間
に
制
限
さ
れ
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
親
族
の
私
的
扶
助
も
後
に
市
町
村
や
国

の
公
的
な
貧
民
救
助
で
ま
す
ま
す
後
退
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
、
血
の
バ
ン
ド
か
ら
、
法
的
、
ハ
ン
ド
が
、
扶
助
義
務
を
強
く
主
張
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
相
続
権
の
パ
ン
ド
（
聴
雅
6
已
脳
）
で
あ
っ
た
。
中
世
後
期
で
も
、
扶
助
義
務
と
相
続
権
は
密
接
な
相
関
概
念
と
み

ら
れ
て
お
っ
た
が
、
後
に
、
相
続
権
は
次
第
に
狭
い
親
族
達
に
制
限
さ
れ
、
扶
助
義
務
は
市
町
村
更
に
国
に
移
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か

し
、
今
日
で
も
、
な
お
、
相
続
権
と
扶
助
義
務
の
関
係
を
、
必
然
相
続
権
（
緩
日
靹
詩
難
．
矧
防
暫
尻
醜
か
削
齢
灘
抑
醐
破
㌍
形
献
紬
泌
燃
梱
撒
吐
醸
頒
鴻
泌
撚
端

が吟

?S

?ﾗ

v嚇

﨎
E
踊
即
れ
齢
肌
紬
が
眠
ぽ
籾
納
⑭
瑠
）
の
強
い
主
張
の
中
に
み
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
、
た
と
え
必
然
相
続
人
と
扶
助
権
利
者
の

範
囲
が
全
く
一
致
し
て
い
な
い
と
し
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
N
O
ヒ
⇔
も
、
扶
助
義
務
と
必
然
相
続
権
の
平
行
線
を
厳
格
に
は
守
っ

て
は
い
な
い
が
、
し
か
し
一
般
的
に
い
っ
て
、
法
定
相
続
権
を
も
た
な
い
人
達
に
は
扶
助
義
務
を
課
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
衡
平

の
観
念
で
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
こ
の
二
者
は
歴
史
の
経
過
よ
り
相
互
に
分
離
し
、
既
に
独
立
し
て
い
る
の
で
、
現
在
で
は
規
律
も
ま
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た
同
じ
観
点
か
ら
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
を
同
列
に
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
（
恰
詑
詣
四
5
5
蹄
や
庁
悟
四
鱒
ヨ
擁
師
．
墨
“
詞
恥
。
“
口
『
、
）
。
ま
た
、

ヒ
ュ
ー
ブ
ナ
ー
も
こ
れ
を
次
の
如
く
述
べ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
の
相
続
法
す
な
わ
ち
ド
イ
ッ
相
続
法
の
歴
史
上
の
出
発
点
は
親
族
関
係
の
原
始

的
総
有
（
詰
贈
鵠
弓
西
☆
諸
胆
鯉
鵠
蹄
鵠
。
ロ
、
）
で
、
そ
の
本
質
は
親
族
相
続
法
（
昭
印
臨
⑪
龍
件
．
〒
）
で
、
か
つ
て
は
一
つ
の
親
族
法
（
贈
8
8
喋
。
p
、
）
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
本
来
の
相
続
法
と
な
っ
た
の
は
単
独
所
有
権
（
鋤
鰭
賠
目
日
）
が
で
き
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
初
め
は
、
す
べ
て
の
財
産

は
ジ
ッ
ペ
の
総
有
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
家
族
の
合
有
財
産
（
Ω
⑦
切
知
目
7
叫
c
げ
）
と
な
り
、
家
父
と
そ
の
子
達
は
財
産
共
同
体
（
忠
8
2
鵠
籏
部
ぽ
〔
）

を
形
成
し
、
父
は
そ
の
代
表
者
で
あ
っ
た
が
子
達
も
共
同
権
利
者
で
、
彼
等
に
も
一
つ
の
司
。
品
2
8
宮
（
髄
求
）
が
認
め
ら
れ
た
。
父
が
死

亡
す
る
と
子
達
が
そ
の
代
り
と
な
っ
た
の
で
、
家
の
内
部
で
は
全
く
相
続
権
は
間
題
と
な
ら
ず
、
合
有
財
産
に
対
す
る
共
同
体
的
な
昇
格

（酵

f
野
）
が
生
ず
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
合
手
的
所
有
権
（
胆
賠
5
8
自
暗
。
全
、
。
、
）
の
諸
原
則
は
特
別
な
相
続
法
上
の
原
則
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が

家
族
財
産
の
関
係
と
家
族
員
間
の
財
産
分
配
を
支
配
し
た
。
家
に
誰
も
所
有
の
能
力
者
が
い
な
い
と
、
家
の
財
産
は
再
び
ジ
ッ
ペ
に
帰
し

た
。
こ
の
ジ
ッ
ペ
が
終
息
し
、
動
産
の
統
一
的
包
括
権
利
主
体
（
望
Ω
諏
☆
龍
．
。
．
庁
．
．
，
）
が
消
滅
す
る
と
、
一
定
の
分
配
秩
序
の
必
然
性
が
生
じ
、

こ
こ
に
始
め
て
本
来
の
相
続
法
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
不
動
産
に
も
行
な
わ
れ
た
が
、
家
共
同
体
（
国
①
已
o
力
帽
o
日
⑦
」
〒
ω
n
庁
画
詳
）
の

弛
緩
と
と
も
に
、
広
範
囲
な
血
族
の
相
続
法
上
の
原
則
が
支
配
し
、
相
続
人
の
範
囲
や
異
な
る
扱
い
を
生
じ
、
こ
れ
が
永
い
問
相
続
人
の

順
位
に
影
響
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
相
続
法
は
そ
の
起
源
ま
た
そ
の
本
質
よ
り
み
て
も
、
親
族
法
と
区
別
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
基
礎
は
血
族
関
係
（
切
一
已
け
ω
＜
O
叶
～
網
国
口
亀
件
切
6
●
ω
S
［
）
に
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
血
族
達
は
独
立
で
き
な
い
ジ
ッ
ペ
仲
間
の
後
見
を
す
る
権
利
と
義
務

を
も
ち
、
　
”
死
手
の
ジ
ッ
ペ
”
（
↑
隠
闘
パ
識
出
亀
）
と
し
て
≦
2
σ
脅
。
匡
（
似
A
叩
）
を
受
取
り
、
こ
れ
を
分
配
し
、
　
”
生
手
の
ジ
ッ
ペ
”
　
愈
胞
詔
け

賠
“
鵜
哨
）
と
し
て
≦
。
お
。
匡
の
取
り
立
て
に
責
任
を
負
い
、
貧
乏
し
保
護
を
要
す
る
近
親
者
（
b
d
一
已
房
ー
齢
6
β
白
匹
）
を
扶
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
ま
た
、
血
族
達
に
は
、
血
族
関
係
よ
り
、
仲
間
の
死
亡
に
よ
っ
て
自
由
に
な
っ
た
遺
産
の
承
継
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
中

世
後
期
の
見
解
に
お
い
て
も
、
相
互
的
な
扶
助
義
務
と
相
続
権
は
必
然
的
な
代
替
物
と
し
て
一
致
し
て
い
た
。
相
続
権
の
あ
る
血
族
の
不
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存
在
の
場
合
は
、
遺
産
は
地
方
公
共
団
体
か
国
に
帰
属
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
結
局
、
最
後
に
は
、
こ
れ
ら
の
公
の
団
体
が
、
扶
助
義
務

（
託
踊
…
ロ
露
間
吟
）
や
救
貧
負
担
（
か
鵠
。
ロ
，
）
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
が
立
法
化
さ
れ
た

も
の
が
、
扶
養
義
務
の
規
定
で
、
　
嗣
○
因
で
は
直
系
親
の
間
だ
け
で
あ
る
が
（
吻
§
一
）
、
N
Ω
ロ
で
は
そ
の
他
な
お
兄
弟
姉
妹
間
で
も
認
め

ら
れ
て
い
る
（
》
詳
゜
ω
N
o
。
）
と
し
、
か
く
し
て
、
氏
は
、
今
日
、
扶
養
義
務
は
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
た
一
つ
の
独
立
の
制
度
と
な
っ
て
、
相
続
法

か
ら
分
離
し
て
い
る
が
、
誰
が
相
続
人
で
あ
る
か
は
、
ゲ
ル
マ
ン
法
並
び
に
古
代
ド
イ
ッ
法
の
見
解
で
は
、
た
だ
血
だ
け
が
決
定
し
た
も

の
で
、
相
続
法
は
人
間
の
恣
意
的
規
定
を
許
さ
な
か
っ
た
、
・
・
巳
5
昔
巨
汀
苫
a
。
日
冒
8
『
。
廿
。
甘
・
・
f
巨
8
古
。
日
。
（
欄
嚇
ひ
W
M
駅
ロ
撚
跡
斐
り
）

と
（
戸
゜
口
ρ
ぴ
口
o
烈
　
∩
｝
叶
仁
コ
臣
N
P
唄
巾
　
全
6
切
匹
o
口
⇔
ー
ω
n
ピ
O
】
】
㊥
吟
…
＜
P
叶
叶
⑦
n
ゴ
叶
ω
㈱
゜
』
已
パ
一
゜
　
Φ
ド
O
－
H
N
）
。
　
こ
れ
に
対
し
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
扶
養
法
の
内
容
、
特
に
扶
養
義
務
の
関
係
は
、
今
日
で
も

明
ら
か
で
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
鮪
源
髄
麟
問
駄
蟻
卿
鞭
紬
隔
甥
礁
は
ヨ
ニ
の
背
）
。
ワ
イ
ス
は
ロ
ー
マ
私
法
提
要
で
、
唱
巴
零
討
日
巨
9
（
嫁
）
の
家
族
達
に
対

す
る
法
律
関
係
は
純
粋
な
権
力
関
係
で
、
彼
に
対
す
る
い
か
な
る
法
的
な
義
務
づ
け
も
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
義
務
づ
け
は
た
だ
習

俗
上
の
も
の
で
あ
っ
た
。
家
族
達
も
み
な
財
産
無
能
力
者
で
、
奴
隷
と
同
じ
く
取
得
能
力
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
取
得
し
た
も
の
は
℃
讐
。
吋

貯
日
筐
9
の
所
有
に
帰
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
勺
9
2
討
日
ま
9
に
対
し
い
か
な
る
扶
養
請
求
権
も
な
く
、
こ
れ
は
家
子
に

つ
い
て
ば
か
り
で
な
く
妻
も
同
様
で
、
氏
は
こ
れ
ら
の
ご
と
は
ξ
。
。
＜
｛
G
。
③
。
巨
。
6
昔
（
吐
概
）
と
一
致
し
な
い
も
の
と
評
し
て
い
る
。
皇

帝
の
法
が
始
め
て
両
親
と
子
達
の
間
の
相
互
的
扶
養
を
認
め
た
と
し
て
い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
マ
の
家
族
像
は
、
ユ
ス
チ
ニ
ア
ン
時

代
に
本
質
的
な
変
化
を
示
し
、
親
子
関
係
は
そ
の
歴
史
的
な
法
律
関
係
を
採
り
な
が
ら
も
義
務
思
想
が
支
配
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
が

親
族
法
も
ド
イ
ツ
へ
継
受
さ
れ
た
原
因
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
古
典
時
代
に
も
必
要
な
場
合
は
、
9
＜
。
冨
ロ
叶
芦
（
鱒
）
か
ら
子

に
も
扶
養
の
給
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
と
す
る
。
な
お
氏
は
、
婚
姻
に
よ
ら
な
い
父
の
非
嫡
出
子
に
対
す
る
扶
養
義
務
は
、
現
代
法

で
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
　
ロ
ー
マ
人
に
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
、
　
し
か
し
こ
れ
も
後
に
な
っ
て
教
会
法
の
影
響
か

ら
か
、
　
ユ
ス
チ
ニ
ア
ン
帝
以
来
民
。
穿
已
ぴ
ぎ
雪
古
昆
2
　
（
餉
粥
）
に
認
め
ら
れ
、
　
そ
れ
は
ま
た
相
互
的
扶
養
義
務
で
あ
っ
た
と
す
る
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（団

ｯ
8
老
江
切
゜
・
“
ぎ
ω
9
葺
ざ
づ
g
腎
ω
a
目
㍗
ω
n
ゲ
6
白
勺
ユ
く
巴
召
6
宮
ψ
。
や
》
已
柄
ド
‘
，
㌣
り
o
“
声
O
N
）
。
佐
伯
好
郎
氏
も
、
扶
養
の
義
務
と
は
親
族
間
に
存
在
せ
る
相
互
扶
助
の
道
徳
上
の
義
務
を
法
律

上
の
義
務
と
な
し
た
る
も
の
也
と
さ
れ
、
新
ロ
ー
マ
法
で
は
、
嫡
出
の
子
は
自
活
し
え
な
い
と
き
は
そ
の
父
母
に
対
し
扶
養
を
請
求
す
る

権
利
を
有
し
、
父
母
が
子
に
対
し
扶
養
の
義
務
を
怠
る
と
き
は
そ
の
祖
父
母
に
請
求
す
る
権
利
を
有
し
た
と
い
わ
れ
、
こ
れ
は
旧
ロ
ー
マ

法
の
親
権
絶
対
主
義
（
佐
伯
氏
は
O
m
言
品
O
o
冨
切
冨
ω
を
家
長
桔
と
し
、
　
旧
民
法
の
親
権
と
戸
主
権
を
包
含
し
、
　
し
か
も
遙
か
に
強
大
な
権
力
的
権
利
言
切
O
o
富
ω
口
江
切
と
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
を
O
①
斤
o
叶
片
ω
日
」
＝
●
ω
家
父
権
、
O
●
〔
ユ
p
O
o
け
o
ω
什
ω
切
親
権
と
も
訳
さ
れ
、
こ
こ
て
は
匂
巴
江
騨
0
9
0
ω
9
切
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
）
と
正

反
対
の
規
定
な
る
や
知
る
べ
き
也
と
す
る
。
た
だ
し
父
母
が
自
活
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
き
は
そ
の
子
に
対
し
扶
養
を
請
求
し
う
る
こ

と
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
私
生
子
は
元
来
法
律
上
父
な
き
子
で
あ
る
故
、
こ
れ
を
扶
養
す
る
義
務
は
母
に
属
し
た
が
、
ユ
ス
チ

ニ
ア
ン
帝
は
こ
れ
を
「
自
然
の
子
」
ま
。
巳
5
巴
ξ
巴
富
と
し
て
父
に
対
し
扶
養
を
請
求
し
う
る
も
の
と
し
た
が
、
こ
れ
は
ロ
ー
マ
法
に
お

け
る
社
会
政
策
的
立
法
の
一
遺
物
な
り
と
さ
れ
る
（
羅
馬
法
綱
要
一
二
』
ハ
四
ー
五
）
。
わ
が
民
法
で
も
、
扶
養
と
相
続
の
関
係
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
両
者
は
全
く
同
一
の
基
盤
に
立
つ
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
密
接
な
関
連
の
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
し
て
、
相
続
制
度
に
お
い

て
、
死
者
の
一
定
の
近
親
者
が
何
故
に
他
の
者
を
排
除
で
き
る
の
か
、
一
層
正
確
に
い
え
ば
、
人
に
一
定
の
近
親
老
が
あ
る
限
り
、
何
故

に
そ
の
財
産
の
一
定
割
合
を
、
そ
れ
ら
の
者
に
相
続
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
、
遺
留
分
制
度
か
ら
論
じ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し

て
、
被
相
続
人
名
義
の
財
産
も
そ
の
家
族
の
協
力
に
よ
る
も
の
で
、
い
う
な
れ
ば
そ
れ
は
潜
在
的
共
有
で
あ
る
が
、
協
力
生
活
の
終
了
で

顕
在
化
す
る
も
の
で
、
ま
た
家
族
は
そ
の
遺
産
で
生
活
が
保
障
さ
れ
て
い
た
が
、
遺
産
が
そ
れ
ら
の
者
に
ゆ
か
な
い
と
な
る
と
、
公
的

扶
助
の
完
備
し
な
い
現
在
、
生
活
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
者
の
遺
産
の
承
継
が
要
請
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
後
の
理
由

が
扶
養
と
関
連
を
も
っ
と
い
わ
れ
、
た
と
え
扶
養
と
相
続
と
は
平
面
が
違
う
と
し
て
も
、
両
者
に
は
あ
る
共
通
の
要
素
が
あ
る
と
み
る
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
私
有
財
産
制
度
の
も
と
で
は
私
的
扶
養
が
優
先
す
る
が
、
そ
れ
は
血
縁
集
団
の
扶
養
制
度
が
崩
壊
し
、
夫
婦
・
親
子

の
個
別
的
家
族
関
係
に
な
る
と
、
扶
養
の
責
任
者
も
そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者
な
り
、
そ
れ
の
で
き
な
い
老
や
関
係
者
の
な
い
者
は
公
的
扶
助

に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
こ
の
公
的
扶
助
に
は
限
度
が
あ
り
、
ま
ず
一
定
の
近
親
者
に
私
的
扶
養
を
さ
せ
、
そ
の
補
充
と
し
て
公
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的
扶
助
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
一
定
の
近
親
者
間
で
は
相
互
に
扶
養
の
義
務
を
負
担
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
、
そ
れ
ら
の

者
の
財
産
を
通
し
て
扶
養
す
る
義
務
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
要
扶
養
者
か
ら
い
え
ば
そ
れ
ら
の
者
の
財
産
で
生
活

が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ら
の
一
定
の
近
親
者
の
一
人
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
者
に
財
産
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
通
し
て
扶
養
の
義
務
を
負
担
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
他
の
老
は
そ
れ
に
よ
っ
て
生
活
を
保
障
さ
れ
て
い
た
の
で
、
公
的
扶

助
の
完
備
し
て
い
な
い
現
在
、
そ
の
者
の
近
親
者
に
承
継
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
要
請
は
充
分
に
あ
り
、
こ
れ
が
、
相
続
が
扶
養
義
務
の
延
長

だ
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
と
説
明
す
る
（
中
川
善
之
助
編
、
民
法
事
典
八
四
ニ
ー
五
）
。
ま
た
川
島
武
宜
氏
は
、
近
代
法
で
は
、
扶
養
は
、
家
族
関
係
に
基
づ
く
と

こ
ろ
の
個
人
対
個
人
の
関
係
で
あ
っ
て
、
「
家
」
・
氏
族
等
の
協
同
体
関
係
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
近
代
法
の
家
族
的
扶
養
関
係
が
、

私
的
所
有
権
お
よ
び
近
代
的
な
法
的
人
格
の
基
礎
の
上
に
あ
り
、
ま
た
そ
の
反
映
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
広
義
に
お
け
る

扶
養
は
、
ま
ず
夫
婦
・
親
子
等
の
家
族
法
的
関
係
の
問
題
と
し
て
解
決
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
夫
婦
相
互
間
で
は
夫
婦
同
居
義
務
お
よ
び

夫
婦
財
産
制
の
問
題
と
し
て
、
ま
た
未
成
年
の
子
と
親
の
間
で
は
親
権
関
係
の
問
題
と
し
て
解
決
さ
れ
る
。
し
か
し
独
立
の
生
計
能
力
の

な
い
者
の
生
活
を
支
え
る
扶
養
と
い
う
問
題
は
、
右
以
外
の
関
係
に
お
い
て
も
一
定
の
親
族
の
間
の
法
律
上
の
権
利
義
務
関
係
と
し
て
規

定
さ
れ
る
。
こ
れ
が
狭
義
の
扶
養
関
係
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
近
代
法
の
扶
養
は
、
権
力
者
へ
の
奉
仕
関
係
で
は
な
く
対
等
人
格
者
間

の
債
権
関
係
で
、
ま
た
経
済
的
な
関
係
で
あ
る
か
ら
、
扶
養
が
特
定
親
族
間
の
法
的
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
私
有
財
産
制
度
の
一

効
果
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
扶
養
が
純
粋
経
済
関
係
で
あ
る
か
ぎ
り
、
親
族
間
に
お
い
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
な
く
、
漸
次
的

に
社
会
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
所
以
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
独
立
生
計
能
力
の
な
い
者
の
生
活
を
支
え
る
扶
養
と
い
う
問

題
は
、
近
代
法
に
お
い
て
は
、
夫
婦
間
お
よ
び
未
成
年
の
子
に
対
す
る
親
の
扶
養
の
如
く
、
同
居
義
務
の
前
提
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
ま

た
共
同
生
活
体
を
一
般
的
に
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
他
の
法
的
関
係
の
一
構
成
部
分
と
し
て
存
在
す
る
の
で
な
く
、
独
立

の
制
度
と
し
て
、
存
在
す
る
と
さ
れ
る
（
搬
ま
（
≡
ほ
イ
増
）
。
川
島
氏
の
実
質
法
に
お
け
る
扶
養
概
念
の
性
質
決
定
は
ま
こ
と
に
見
事
で
あ
る
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が
、
夫
婦
・
親
子
等
の
広
義
に
お
け
る
扶
養
以
外
の
狭
義
の
扶
養
関
係
と
し
て
、
扶
養
と
い
う
問
題
が
一
定
の
親
族
間
の
法
律
上
の
権
利

義
務
関
係
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
そ
の
法
的
根
拠
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
氏
は
、
近
代
法
の
家
族
的
扶
養
関
係
が
、
私
的
所
有
権
お
よ
び

近
代
的
な
法
的
人
格
の
基
礎
の
上
に
あ
り
、
ま
た
そ
の
反
映
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
が
、
法
的
人
格
の
承
認
は
、
そ
の
人
格
者

の
生
活
の
た
め
に
、
当
然
生
活
財
貨
の
獲
得
消
費
と
な
り
、
財
貨
の
私
的
個
人
的
所
有
関
係
を
形
成
し
、
必
要
な
物
資
の
交
換
は
自
由
な

取
引
の
発
展
と
な
り
、
人
格
者
の
死
亡
は
、
世
代
を
超
え
た
財
産
の
承
継
関
係
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ラ
ー
ド
ブ
ル
ッ
フ
は
、
現
代
私

法
秩
序
の
基
礎
を
、
私
有
財
産
制
、
契
約
自
由
の
原
則
、
一
夫
一
婦
制
、
お
よ
び
相
続
制
度
と
す
る
が
（
O
C
切
⇔
O
＜
困
O
ユ
●
「
已
6
ず
“
同
｛
O
S
⊆
庁
叶
已
口
叫
」
°
江
゜
　
内
m
n
げ
叶
切
笥
゜
　
O
°
》
已
吟
一
゜
　
o
o
O
）
、

川
島
氏
の
い
わ
れ
る
そ
の
反
映
で
あ
る
こ
と
と
は
、
一
夫
一
婦
婚
よ
り
生
ず
る
家
族
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
扶
養
と
相

続
の
関
係
を
、
必
然
相
続
権
や
遺
留
分
制
度
よ
り
説
明
し
て
、
扶
養
義
務
者
と
遺
留
分
権
利
者
の
範
囲
が
一
致
し
な
く
て
も
、
あ
る
共
通

の
要
素
が
あ
る
と
す
る
が
、
そ
の
要
素
と
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
ヒ
ュ
ー
ブ
ナ
ー
は
相
続
法
の
基
礎
を
は
っ
き
り
と
血
と
い
う
が
、
そ

の
血
は
何
処
か
ら
流
れ
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
古
来
、
扶
養
義
務
の
根
拠
を
親
族
相
互
に
扶
助
す
べ
き
倫
理
道
徳
上
の
義
務
と
す

る
人
情
道
義
論
の
基
盤
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
こ
そ
、
婚
姻
に
始
ま
る
親
子
・
家
族
の
血
と
愛
の
生
活
共
同
体
で
は
な
か
ろ
う
か
。
婚

姻
が
個
人
主
義
的
法
律
観
の
も
と
Ω
。
誉
甘
霧
。
『
旨
9
。
に
な
っ
て
も
、
子
が
生
れ
る
以
上
、
そ
の
人
格
の
形
成
を
引
き
受
け
る
も
の
は
家

族
の
責
任
で
あ
る
。
家
族
は
、
冒
江
日
σ
q
旨
廿
駕
で
、
人
格
的
信
頼
に
基
づ
く
ク
ー
リ
（
○
ゲ
゜
出
゜
O
O
o
一
〇
望
）
の
い
う
▽
日
↑
日
讐
①
日
8
み
。
，
冒
8

①
。
…
8
一
③
ま
只
で
、
　
本
質
的
に
¶
民
目
曽
σ
q
巨
℃
駕
で
あ
ろ
う
（
醇
垣
品
“
臨
ロ
書
×
≡
。
シ
ュ
ロ
イ
ヤ
ー
は
、
タ
キ
ト
ウ
ス
の
ゲ
ル
マ
ニ
ア
を

引
き
家
族
を
称
讃
し
て
曰
く
、
家
族
（
ウ
騨
目
巨
o
）
の
本
質
こ
そ
、
超
個
人
的
な
も
の
で
、
そ
れ
は
夫
と
妻
、
両
親
と
子
達
、
先
祖
と
子
孫

の
肉
体
的
に
し
て
精
神
的
な
共
同
体
の
中
に
存
し
、
こ
れ
こ
そ
、
ま
た
、
社
会
の
根
源
で
あ
る
。
す
べ
て
の
9
σ
q
§
…
。
，
9
一
8
は
、
歴
史
的

に
ま
た
日
々
の
生
活
に
お
い
て
、
　
す
べ
て
家
族
に
根
ざ
す
も
の
で
、
　
家
族
の
崩
壊
は
社
会
の
崩
壊
で
あ
り
、
そ
の
没
落
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
家
族
は
す
べ
て
の
平
和
の
源
で
あ
り
、
す
べ
て
の
愛
と
無
我
の
泉
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
家
族
は
す
べ
て
の
法
形
成
の
母
体
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（
ζ
已
件
吟
O
「
●
O
阜
O
昌
恥
一
一
⑳
吟
閑
⑫
6
庁
け
切
σ
一
」
匹
口
昌
鳴
）
で
あ
る
。
あ
か
ら
さ
ま
な
利
益
の
追
求
は
必
ず
や
権
力
と
結
び
付
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
利
益
は
決
し
て
そ
れ
だ

け
で
法
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
家
族
生
活
か
ら
生
れ
る
共
同
体
の
思
想
（
0
6
d
P
O
…
口
ω
6
ず
①
〔
侍
ω
ー
西
＆
知
白
片
o
）
こ
そ
、
は
じ
め
て
法
を
創
造
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
法
が
先
ず
第
一
に
確
保
す
る
も
の
は
家
族
の
平
和
で
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
民
族
に
お
け
る
法
的
な
家
族
組
織
は
、
父
権
的
家
族

で
あ
り
、
男
系
の
ジ
ッ
ペ
で
あ
る
。
そ
れ
は
8
き
ぴ
芦
日
（
合
法
な
婚
姻
）
に
結
ば
れ
、
姻
族
と
血
族
の
広
汎
な
団
体
を
形
成
す
る
。
こ
れ
こ
そ
、

血
族
的
ジ
ッ
ペ
（
娚
致
輌
孫
噺
伯
）
で
あ
る
が
、
こ
の
団
体
は
本
質
的
に
ま
ず
第
一
に
平
和
の
組
織
（
匂
「
｛
O
ユ
6
目
切
l
O
「
φ
叫
白
…
切
①
吟
」
O
口
）
で
あ
る
が
、
ま
た
強
固
な

実
力
の
団
体
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ρ
巳
音
日
・
・
昌
・
ま
苫
目
9
江
。
苫
日
ρ
5
げ
自
㊦
昌
。
×
仁
日
゜
・
§
σ
q
已
…
コ
尻
碧
巨
言
§
ε
ロ
弓
9
声
⇔
已
゜
・
Ω
2
日
旬
巳
旬
ρ

N
⇔
（
多
く
の
人
々
み
な
こ
の
血
縁
の
き
ず
な
を
神
聖
に
し
て
ち
か
し
き
も
の
と
思
う
。
総
論
二
〇
章
）
と
（
紺
当
醐
碑
恒
5
8
詰
㌍
鵜
鵠
鋤
）
。
　
レ
ー
マ
ン
も
、
ド
イ
ッ
民
法
の
解
釈
に
お
い
て
、
近
親
相
互
の
扶

助
義
務
の
基
礎
を
、
血
族
共
同
体
（
国
宮
庁
o
詳
匹
ω
「
u
d
声
β
．
ヤ
m
6
日
O
一
口
ω
n
庁
聾
木
什
）
の
中
に
見
い
出
し
、
そ
れ
は
家
族
財
産
の
共
同
体
（
盟
日
器
2
8
訂
貯
醜
㌍
切
）
の
残

津
で
あ
る
と
す
る
（
口
⑦
」
コ
ユ
n
庁
↑
書
目
昌
見
O
昌
冨
6
げ
。
°
リ
ウ
四
言
ご
」
o
口
「
●
n
庁
吟
ω
゜
〉
已
巳
゜
》
⊃
㌫
）
。
私
も
、
扶
養
義
務
の
属
人
法
上
の
根
拠
は
こ
の
血
族
共
同
体
に
基
づ
く
も
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
わ
が
法
例
の
解
釈
理
論
に
お
い
て
は
、
扶
養
の
義
務
は
一
定
の
身
分
関
係
に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
は
属
人
法
の
管
轄
に
属
す
る
こ
と
が
、
充
分
の
理
由
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
ま
さ
に
自
明
の
理
と
さ
れ
、
一
点
の
疑
い
も
な
い

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
ケ
ー
ゲ
ル
も
い
う
よ
う
に
、
元
来
、
伝
統
的
な
こ
の
属
人
法
と
い
う
概
念
自
体
が
多
義
的
で
、
か
つ
て
法
規
分
類

説
で
は
人
的
事
項
に
適
用
さ
れ
た
実
質
規
範
を
指
し
た
が
、
今
日
で
は
、
単
に
国
籍
、
住
所
、
居
所
に
連
結
し
て
、
国
際
私
法
が
当
事
者
に
人

的
に
最
も
密
接
に
関
係
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
国
に
よ
り
、
す
な
わ
ち
各
国
国
際
私
法
に
よ
り
異
な
り
、
例
え
ば
ド
イ

ツ
で
は
行
為
能
力
は
属
人
法
に
属
し
そ
れ
は
本
国
法
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
締
結
地
法
に
属
し
て
い
る
（
Ω
O
吟
庁
①
「
庫
】
（
ω
哨
O
一
“
印
勺
問
N
°
〉
口
S
一
゜
】
O
O
パ
゜
）
。

わ
が
法
例
の
建
前
も
ド
イ
ッ
法
と
同
じ
く
、
原
則
と
し
て
国
籍
を
連
結
点
と
し
て
本
国
法
が
属
人
法
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
国
法
が
当
事
者

に
人
的
に
最
も
密
接
に
関
係
し
て
い
る
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
族
関
係
に
基
づ
く
法
律
効
果
と
し
て
発
生
す
る
扶
養
の

義
務
も
、
当
然
当
事
者
の
本
国
法
に
連
結
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
マ
ン
チ
ー
二
（
］
≦
9
5
0
声
巳
）
が
ご
冨
臥
o
ロ
。
。
。
に
よ
り
強
調
し
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た
く
。
蒙
N
已
σ
q
合
o
『
品
汀
客
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
私
は
、
婚
姻
に
始
ま
る
家
族
の
血
に
よ
る
血
族
（
理
路
鵠
部
、
）
に
法
的
根
拠
が
あ
る
も

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
今
日
の
社
会
学
が
い
う
よ
う
に
、
か
つ
て
の
。
。
■
℃
①
か
ら
。
力
富
日
ヨ
へ
、
更
に
O
。
目
。
日
匹
①
か

ら
、
＜
巳
F
。
力
G
9
へ
発
展
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ワ
ル
カ
ー
も
い
う
よ
う
に
、
後
期
註
釈
学
派
以
来
の
ロ
ー
マ
法
に
は
ピ
。
・
。
ヨ
8
が
駆

逐
さ
れ
甘
切
σ
q
①
巨
ぎ
日
に
な
っ
て
も
今
日
の
国
際
私
法
の
原
則
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
日
の
国
際
私
法
は
、
中
世
の
ゲ
ル
マ
ン
法

に
そ
の
源
を
発
す
る
も
の
で
、
そ
れ
は
、
当
時
、
フ
ラ
ン
ク
時
代
の
ド
イ
ッ
種
族
法
（
切
叶
国
日
日
O
切
ー
叶
6
6
げ
●
）
と
ロ
マ
ン
民
族
に
行
わ
れ
た
ロ
ー
マ
法

と
の
並
存
に
よ
っ
て
、
法
に
お
け
る
人
格
の
原
則
、
す
な
わ
ち
人
法
の
体
系
と
し
て
の
属
人
法
主
義
（
勺
O
叶
切
O
目
四
一
」
1
什
叫
〔
切
O
「
一
目
N
」
O
）
が
確
立
さ
れ
て
か
ら

の
こ
と
で
、
こ
れ
は
、
法
は
そ
の
民
族
団
体
（
く
o
一
芹
㌣
＜
6
吟
●
国
目
匹
）
の
成
員
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
法
こ
そ
各
個
人
の
　
。
力
各
巨
N
（
瓢
）
と
。
の
音
ま

（楯）

ﾅ
、
各
人
は
諸
々
の
法
律
関
係
に
お
い
て
そ
の
生
来
の
種
族
法
に
し
た
が
つ
て
判
断
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
（
聖
口
惑
“

闘
噛
．
．
』
ロ
津
）
。
こ
の
法
例
二
一
条
の
規
定
は
、
従
来
、
す
べ
て
の
扶
養
関
係
に
適
用
せ
ら
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
全
く
根
拠

の
な
い
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
元
来
、
こ
の
規
定
は
、
論
理
的
に
妥
当
を
欠
く
表
現
と
い
わ
れ
（
紅
馴
猷
墾
一
掴
順
）
、
山
田
三
良
氏
も
、

法
例
二
一
条
に
は
扶
養
義
務
者
の
本
国
法
と
あ
る
も
、
果
し
て
扶
養
義
務
者
な
り
や
否
や
は
判
決
の
確
定
を
挨
つ
て
始
め
て
定
ま
る
の
で

あ
る
か
ら
、
厳
格
に
言
え
ば
問
を
以
て
問
に
答
え
る
の
非
難
を
免
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
（
掴
礁
諏
法
）
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
循
環
論
法

（巳

ﾏ
巳
自
切
く
」
ご
o
ω
已
1
ー
）
で
あ
る
。
私
は
、
こ
れ
は
、
扶
養
制
度
の
歴
史
的
経
過
よ
り
、
そ
の
当
然
の
事
理
を
表
明
し
た
一
種
の
宣
言
的
規
定
で
は
な
い

か
と
思
う
。
こ
こ
に
扶
養
の
法
律
関
係
の
準
拠
法
決
定
に
お
け
る
矛
盾
混
乱
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
扶
養
と
は
、
文
字
通
り
た

す
け
や
し
な
う
こ
と
で
、
貧
困
者
に
生
活
の
道
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
生
活
困
窮
者
を
扶
け
る
法
律
関
係
が
、
身
分
に
基
づ
く

一
定
の
親
族
関
係
を
法
律
要
件
と
し
て
生
ず
る
法
律
効
果
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
国
際
私
法
上
属
人
法
の
管
轄
で
、
わ
が
国
は
本
国
法
主

義
を
採
る
結
果
、
扶
け
る
側
の
責
任
で
な
さ
れ
る
扶
養
義
務
は
、
当
然
義
務
者
の
本
国
法
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
扶
養
な
る
概
念
が
、
生

活
の
道
を
与
え
る
扶
け
る
者
の
側
か
ら
の
関
係
で
、
そ
の
対
象
の
扶
け
ら
れ
る
者
、
要
扶
養
者
は
問
題
と
な
ら
ず
、
し
か
も
、
そ
の
扶
け
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る
義
務
の
関
係
が
扶
け
ら
れ
る
側
と
一
定
の
親
族
関
係
に
あ
る
身
分
に
基
づ
く
も
の
な
る
以
上
、
義
務
者
の
本
国
法
に
よ
ら
ざ
る
を
え
ず
、

二
一
条
の
規
定
は
扶
養
と
い
う
こ
の
一
般
概
念
の
表
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
恩
恵
的
意
味
の
す
べ
て
の
扶
養
関
係
に
妥
当
す

る
命
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
例
一
二
条
は
一
切
の
扶
養
義
務
の
問
題
の
解
決
を
目
的
と
す
る
も
の
な
り
と
の
、
全
面
適
用
論
も
生

ず
る
わ
け
で
あ
ろ
う
（
山
円
口
弘
一
、
　
口
祝
族
汗
広
及
田
貸
咋
豚
抽
祝
族
法
一
一
‥
へ
』
バ
ー
七
、
山
田
三
良
、
国
際
私
法
六
四
九
以
下
）
。
し
か
し
、
夫
婦
間
の
扶
養
義
務
は
こ
の
よ
う
な
経
済
的
優
者
弱
者
の
関
係
に
あ

る
も
の
で
は
な
い
。
わ
が
通
説
も
、
実
質
法
に
お
け
る
「
生
活
保
持
」
と
「
生
活
扶
助
」
の
区
別
を
導
入
し
、
前
者
の
扶
養
義
務
は
、
扶

助
を
な
す
こ
と
が
そ
の
身
分
関
係
の
本
質
的
不
可
欠
的
要
素
を
な
し
、
相
手
方
の
生
活
を
自
己
の
生
活
の
一
部
と
し
て
保
持
す
る
義
務
で

あ
る
と
し
、
し
た
が
っ
て
夫
婦
の
そ
れ
も
、
最
後
の
一
椀
ま
で
も
共
に
す
べ
き
、
婚
姻
の
成
立
・
存
続
の
基
礎
的
か
つ
不
可
欠
の
条
件
を

な
す
婚
姻
の
一
般
的
効
力
と
し
て
法
例
一
四
条
に
よ
ら
し
め
て
い
る
。
夫
婦
間
の
扶
養
義
務
に
つ
い
て
は
、
わ
が
実
質
法
に
も
民
法
七
五

二
条
が
あ
り
、
こ
の
協
力
扶
助
義
務
は
借
老
同
穴
の
夫
婦
結
合
に
お
い
て
、
不
可
欠
な
第
一
義
的
な
、
常
時
永
久
の
相
互
的
義
務
で
、
第

六
章
所
定
の
親
族
間
の
扶
養
義
務
と
も
、
　
お
の
ず
か
ら
本
質
を
異
に
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
我
妻
・
立
石
、
親
族
法
・
相
口
厩
法
コ
ソ
メ
ソ
タ
ー
ル
九
九
）
。
青
山
道
夫
氏
も
、

夫
婦
が
た
が
い
に
協
力
し
扶
助
す
る
義
務
は
、
旧
法
の
扶
養
義
務
よ
り
範
囲
が
ひ
ろ
い
と
さ
れ
、
扶
養
の
観
念
は
一
方
の
生
活
困
難
を
前

提
と
す
る
生
活
の
扶
助
で
あ
る
が
、
夫
婦
間
の
緊
密
な
共
同
生
活
は
か
か
る
前
提
を
必
要
と
せ
ず
、
生
活
そ
の
も
の
が
経
済
的
の
み
な
ら

ず
精
神
的
．
人
格
的
な
協
力
扶
助
で
、
　
七
三
〇
条
の
扶
け
合
い
よ
り
強
い
観
念
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
旭
紛
ほ
欄
論
）
。
次
に
、
問
題
と
な
る

の
は
、
実
質
法
に
お
け
る
こ
の
生
活
保
持
の
も
う
一
つ
の
分
類
、
親
子
間
の
扶
養
義
務
、
特
に
親
の
未
成
熟
子
に
対
す
る
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
生
活
保
持
義
務
を
採
る
説
は
、
法
例
二
一
条
の
「
扶
養
ノ
義
務
」
か
ら
は
、
ま
た
親
子
間
の
そ
れ
も
除
外
せ
ら
る
べ
き
も

の
と
し
て
、
そ
れ
は
、
ひ
と
し
く
親
族
関
係
に
基
づ
く
扶
養
義
務
で
も
夫
婦
間
の
そ
れ
や
、
心
身
の
未
発
達
の
子
に
対
す
る
親
の
そ
れ
な

ど
は
、
他
の
親
族
間
の
－
例
え
ば
兄
弟
間
、
姑
嫁
間
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
親
族
的
－
扶
養
義
務
と
は
、
お
の
ず
か
ら
そ
の
性
質
を
異
に

す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
と
し
、
か
よ
う
な
見
方
か
ら
す
る
と
、
こ
の
二
種
の
扶
養
義
務
を
、
国
際
私
法
上
の
取
り
扱
い
に
お
い
て
も
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区
別
し
、
そ
の
準
拠
法
を
別
様
に
定
め
る
こ
と
は
、
し
か
る
べ
き
理
由
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
（
蜥
或
誤
ハ
上
）
。
こ
の
問
題
は
要
す
る
に
法

例
二
一
条
の
性
質
決
定
の
問
題
で
、
池
原
季
雄
氏
も
い
う
通
り
、
当
該
の
渉
外
的
な
法
律
関
係
を
、
そ
の
準
拠
法
を
選
ぶ
観
点
か
ら
し

て
、
ど
の
よ
う
に
分
類
す
べ
き
か
の
問
題
で
、
そ
れ
は
結
局
、
国
際
私
法
の
全
体
の
構
造
や
関
係
の
諸
抵
触
規
定
の
趣
旨
等
に
照
ら
し
て

そ
の
法
律
関
係
の
位
置
づ
け
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
（
剛
別
仙
山
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
⊥
ハ
号
渉
外
判
例
百
選
八
）
。
本
条
の
「
扶
養
ノ
義
務
」
な
る
法
律
関
係
の
性
質
決
定
で
は
、

そ
の
準
拠
法
は
扶
養
義
務
者
の
本
国
法
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
問
題
は
こ
の
扶
養
義
務
者
で
あ
る
が
、
夫
婦
間
の
扶
養
義
務
は
血
族
発
生

の
根
源
で
あ
る
婚
姻
に
お
け
る
平
等
な
対
等
者
相
互
間
の
も
の
で
あ
る
の
に
、
二
〇
条
の
も
の
は
親
の
側
か
ら
す
る
片
面
的
で
、
子
が
成

熟
す
る
ま
で
の
過
渡
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
二
〇
条
が
第
一
次
的
に
父
の
本
国
法
と
す
る
こ
と
は
、
子
の
正
常
な
出
生
を
予
定
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
西
原
道
雄
氏
も
指
摘
す
る
通
り
で
、
生
活
保
持
・
生
活
扶
助
義
務
の
国
際
私
法
上
の
性
質
決
定
に
関
連
し
て
、

未
成
熟
子
に
対
す
る
親
の
扶
養
義
務
の
準
拠
法
を
二
〇
条
に
よ
る
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
子
に
対
す
る
母
の
扶
養
義
務
も

父
あ
る
か
ぎ
り
父
の
本
国
法
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
と
い
う
奇
妙
な
結
論
に
な
る
と
さ
れ
、
解
釈
論
と
し
て
は
一
二
条
に
よ
る
こ
と
が
妥

当
で
あ
る
と
し
、
立
法
論
と
し
て
子
を
中
心
と
す
る
方
式
の
考
慮
を
提
案
さ
れ
て
い
る
（
ユ
喝
≡
○
）
。
ま
さ
に
一
二
条
の
盲
点
を
衝
か
れ
て

い
る
が
、
父
と
は
、
子
の
正
常
な
出
生
す
な
わ
ち
適
法
な
婚
姻
に
よ
る
嫡
出
親
子
関
係
に
お
い
て
の
み
い
え
る
の
で
、
西
原
氏
の
母
の
扶

養
義
務
も
二
〇
条
を
嫡
出
親
子
関
係
と
解
せ
ば
、
父
の
本
国
法
は
当
然
で
あ
る
が
、
多
数
説
を
例
に
と
ら
れ
婚
外
親
子
関
係
を
い
わ
れ
る

の
で
あ
ろ
う
。
二
一
条
の
狙
い
は
お
そ
ら
く
親
族
扶
養
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
循
環
論
法
の
命
題
で
あ
る
か
ら
、
そ

れ
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
扶
養
義
務
者
に
扶
助
せ
し
め
る
こ
と
が
、
私
有
財
産
制
の
も
と
私
的
扶
助
の
本
質
で
も
あ
ろ
う
か

ら
。
佐
藤
哲
夫
氏
も
、
法
例
二
一
条
の
扶
養
義
務
を
広
義
の
親
族
扶
養
と
さ
れ
、
こ
れ
は
一
種
の
受
忍
義
務
で
、
本
条
は
、
夫
婦
間
の
扶

養
義
務
の
ご
と
く
身
分
関
係
の
成
立
・
存
続
の
基
礎
的
か
つ
不
可
欠
の
条
件
と
な
る
こ
と
の
な
い
あ
ら
ゆ
る
関
係
の
親
族
扶
養
に
つ
き
適

用
さ
れ
る
原
則
的
な
衝
突
規
定
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
註
瑞
一
）
。
今
日
の
国
際
私
法
に
お
け
る
問
題
は
、
む
し
ろ
属
人
法
に
よ
る
扶
養
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義
務
者
の
本
国
法
主
義
で
、
よ
く
要
扶
養
者
、
生
活
困
窮
者
の
救
済
が
可
能
な
り
や
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
義
務
者
の
本
国
法

を
準
拠
法
と
す
る
、
扶
養
義
務
は
、
一
定
の
身
分
に
基
づ
く
親
族
関
係
に
お
い
て
生
ず
る
法
律
効
果
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
義
務
者
と
権

利
者
と
を
支
配
す
る
一
定
の
法
秩
序
に
お
い
て
発
生
す
る
も
の
で
、
特
定
の
実
質
法
秩
序
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
法
例

が
扶
養
の
法
律
関
係
を
そ
の
義
務
者
側
か
ら
評
価
す
る
場
合
に
は
、
当
然
、
義
務
者
と
権
利
者
が
同
一
の
法
秩
序
に
あ
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
国
際
私
法
上
は
扶
養
義
務
者
と
扶
養
権
利
者
と
は
異
国
籍
す
な
わ
ち
各
々
そ
の
本
国
法
を
異
に
す
る

例
は
多
い
。
こ
こ
に
生
活
困
窮
者
で
あ
る
要
扶
養
者
と
扶
養
被
請
求
者
と
の
断
層
が
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
達
が
異
国
籍
の
場
合

は
こ
の
扶
養
義
務
の
法
律
効
果
を
付
与
す
る
法
秩
序
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
扶
養
義
務
の
法
律
要
件
で
あ
る
一
定
の
親
族

関
係
そ
の
も
の
の
評
価
が
問
題
で
あ
る
。
こ
の
親
族
と
い
う
用
語
は
わ
が
民
法
独
特
の
表
現
と
い
わ
れ
る
が
、
＜
2
≦
§
日
・
・
。
音
ぼ
＜
。
品
巴
け
－

目
の
評
価
に
し
て
も
、
そ
れ
は
法
的
・
社
会
的
、
す
な
わ
ち
一
つ
の
文
化
的
評
価
で
、
文
化
が
異
な
り
法
秩
序
を
異
に
す
れ
ば
、
そ
の
評
価
も

当
然
異
な
っ
て
く
る
。
人
の
身
分
・
能
力
に
関
す
る
属
人
法
の
本
国
法
主
義
も
絶
対
で
は
な
い
。
当
事
者
の
文
化
へ
連
結
す
る
国
籍
に
よ

る
本
国
法
主
義
も
、
扶
養
関
係
の
よ
う
な
法
律
制
度
で
は
、
そ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
も
相
対
的
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
本
来
、
こ
の
制
度
は

生
活
に
直
結
し
た
属
地
的
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
法
律
関
係
が
、
今
日
、
漸
次
、
公
的
扶
助
の
制
度
に
移
り
つ
っ

あ
る
こ
と
で
も
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
ワ
ル
カ
ー
等
の
い
う
当
事
者
双
方
の
属
人
法
累
積
適
用
主
義
が
あ
る
が
（
≦
巴
村
o
叶
“
p
①
゜
O
『
に
）
、

こ
れ
は
公
平
ど
こ
ろ
か
場
合
に
よ
っ
て
は
か
え
っ
て
要
扶
養
者
に
不
利
で
あ
る
。
属
人
法
に
運
命
づ
け
ら
れ
た
要
扶
養
者
こ
そ
憐
れ
で

あ
る
。
し
か
し
、
自
然
の
血
は
国
境
を
越
え
て
流
れ
出
る
。
と
こ
ろ
が
、
扶
養
義
務
の
法
律
要
件
で
あ
る
、
親
族
で
も
血
族
で
も
、
こ
れ
ら

は
単
な
る
生
理
的
概
念
で
は
な
く
、
社
会
制
度
的
概
念
で
あ
る
（
川
島
、
上
掲
三
四
）
。
カ
ー
ル
・
エ
ン
ギ
ッ
シ
ュ
は
こ
の
こ
と
を
次
の
思
い
出
で
巧
み

に
調
刺
す
る
。
私
が
、
ま
だ
学
生
で
あ
っ
た
と
き
、
あ
る
医
師
が
、
吻
ま
。
。
㊤
〉
げ
・
・
』
ヒ
。
Ω
剴
の
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
子
及
び
そ
の
父
は
相

互
に
親
族
と
看
倣
さ
る
る
こ
と
な
し
」
と
い
う
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
法
学
的
恣
意
と
生
物
学
的
事
実
の
不
遜
な
否
認
に
対
し
、
大
き
な
恥
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辱
と
虚
偽
を
認
め
、
法
も
こ
の
自
然
の
事
実
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
、
い
た
く
憤
慨
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
エ

ン
ギ
ッ
シ
ュ
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
生
物
学
者
に
と
っ
て
は
婚
姻
に
よ
る
子
と
婚
姻
に
よ
ら
な
い
子
と
い
う
区
別
は
な
い
。
彼
に
は
た
だ
自

然
の
血
に
よ
る
事
実
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
婚
姻
に
よ
る
血
統
が
親
族
で
あ
る
の
は
、
婚
姻
に
よ
る
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
、

一
つ
の
文
化
的
要
素
を
も
つ
か
ら
で
、
血
に
よ
る
親
族
と
い
う
概
念
は
自
然
の
生
物
学
的
意
味
に
お
い
て
で
は
な
く
、
社
会
的
文
化
的
意

味
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
も
、
法
律
家
は
、
こ
の
社
会
的
文
化
的
概
念
に
、
更
に
法
規
に
よ
っ
て
種
々
な
法

律
効
果
を
結
び
付
け
る
、
法
律
要
件
と
し
て
の
法
的
な
概
念
を
区
別
す
る
と
し
、
前
例
の
㈱
一
〇
。
。
㊤
〉
ぴ
｜
‘
』
ロ
O
e
d
は
、
婚
姻
に
よ
ら
な
い
血

統
の
法
律
要
件
に
は
婚
姻
に
よ
る
血
統
と
同
じ
法
律
効
果
を
結
び
付
け
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
、
す
な
わ
ち
、
婚
姻
に
よ
る
血
統

の
場
合
に
は
、
子
は
父
の
氏
を
称
し
、
そ
の
親
権
の
も
と
に
立
つ
。
更
に
こ
の
父
と
子
は
相
互
的
扶
養
義
務
を
（
㌍
。
賠
o
c
d
）
、
ま
た
相
続
権
、

遺
留
分
請
求
権
（
吻
H
o
I
ー
ふ
柏
叶
゜
　
＝
°
N
ω
O
ω
S
惰
゜
　
切
（
甲
一
］
）
を
も
つ
。
こ
れ
ら
の
法
律
効
果
は
婚
姻
に
よ
る
血
統
す
な
わ
ち
親
族
の
法
律
要
件
に
結
び
付
け
ら
れ
、
親

族
の
家
族
的
性
格
を
法
的
に
刻
印
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
法
律
効
果
は
婚
姻
に
よ
ら
な
い
父
と
婚
姻
に
よ
ら
な
い
子
と
の
間

に
は
な
い
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
父
は
吻
●
一
ざ
。
。
円
ロ
O
c
。
に
よ
り
婚
姻
に
よ
ら
な
い
子
に
対
し
て
、
普
通
は
そ
の
十
六
才
ま
で
金
銭
的
支

払
に
よ
る
扶
養
を
与
え
る
義
務
を
負
う
だ
け
で
あ
る
。
親
族
と
い
う
概
念
の
も
と
で
は
直
接
に
は
法
的
に
承
認
さ
れ
た
効
果
が
権
利
義
務

と
し
て
現
わ
れ
る
が
、
間
接
的
に
は
そ
の
共
同
所
属
性
や
運
命
的
結
合
の
諸
々
の
感
情
、
あ
る
い
は
共
同
の
先
祖
や
故
郷
へ
の
思
い
出
、

名
誉
を
共
に
す
る
意
識
や
互
に
扶
け
合
う
傾
向
等
が
現
わ
れ
る
。
し
か
し
兄
弟
姉
妹
が
困
窮
の
場
合
も
相
互
に
扶
け
合
う
扶
養
を
与
え

る
こ
と
は
ド
イ
ッ
で
は
道
徳
的
義
務
に
な
っ
て
い
る
と
（
誤
註
翻
口
賠
略
完
魂
臨
咋
随
5
5
醐
5
㎏
、
）
。
氏
は
こ
こ
で
国
内
法
秩
序
の
中
で
も
、
諸

々
の
法
律
の
規
定
す
る
法
律
要
件
概
念
の
相
対
性
を
強
調
し
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
文
化
現
象
は
ま
さ
し
く
氏
の
い
う
通
り
で
、
同
一
法

秩
序
内
で
然
り
、
い
わ
ん
や
法
秩
序
を
異
に
す
る
場
合
に
お
い
て
お
や
で
あ
る
。
扶
養
義
務
が
一
定
の
親
族
関
係
に
基
づ
い
て
生
ず
る
一

つ
の
法
律
効
果
で
あ
る
以
上
、
属
人
法
の
本
国
法
主
義
に
よ
る
解
決
は
、
当
事
者
達
が
異
国
籍
の
場
合
、
一
つ
の
断
層
に
突
き
当
る
も
の
で
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は
な
か
ろ
う
か
。
扶
養
関
係
を
属
人
法
の
管
轄
と
し
て
、
人
的
に
最
も
密
接
に
関
係
し
た
当
事
者
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
当
然
、
要
扶
養
者
す

な
わ
ち
扶
養
権
利
者
の
属
人
法
と
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
要
扶
養
者
は
当
然
そ
の
属
す
る
属
人
法
の
法
秩
序
よ
り
そ
の
権
利
を
主
張

す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
法
例
二
一
条
の
規
定
は
、
扶
養
義
務
者
の
本
国
法
を
準
拠
法
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
属
人
法
の
血
に
よ
る
家
族
主

義
的
封
建
性
に
誤
ら
れ
た
も
の
で
、
現
代
的
属
人
法
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
要
扶
養
者
へ
焦
点
を
向
け
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
来

も
、
扶
養
の
義
務
が
義
務
本
位
の
も
の
で
あ
る
こ
と
よ
り
義
務
者
の
た
め
に
一
①
×
8
ユ
が
準
拠
と
さ
れ
た
例
も
あ
る
が
、
さ
ら
に
一
般
的

に
扶
養
に
関
す
る
規
定
が
公
序
良
俗
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
。
己
苫
℃
已
窪
。
の
観
点
か
ら
判
断
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
く
ら
い
で

（切

賜
｡
白
＝
N
ゆ
パ
“
　
出
①
ロ
ユ
σ
已
6
庁
O
而
切
　
一
㊥
掲
　
ふ
9
＞
⊆
〔
一
゜
　
ふ
や
q
⊃
）
、
扶
養
は
生
活
に
直
結
し
た
公
序
性
の
強
い
制
度
と
し
て
、
属
地
的
管
轄
に
服
せ
し
め
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

ラ
ー
ペ
も
注
意
す
る
が
、
折
茂
豊
氏
も
、
第
八
回
の
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
で
採
用
さ
れ
た
、
子
に
た
い
す
る
扶
養
義
務
に
適
用
せ
ら
る

べ
き
法
律
に
関
す
る
条
約
案
が
、
こ
の
よ
う
な
義
務
を
、
原
則
と
し
て
子
の
「
常
住
居
所
（
吋
ひ
切
」
ユ
O
目
O
O
庁
国
●
↑
行
q
6
一
↑
O
）
」
地
法
に
よ
っ
て
定
む
べ
き
も
の

と
し
て
い
る
の
を
引
き
、
今
日
、
社
会
保
障
制
度
の
漸
進
的
な
発
達
は
、
国
際
私
法
上
、
親
族
法
的
扶
養
義
務
の
準
拠
法
を
定
め
る
に
あ

た
っ
て
も
、
当
事
者
の
属
人
法
主
義
が
は
た
し
て
最
も
適
切
な
も
の
か
、
な
お
疑
い
の
余
地
が
残
さ
れ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
と
さ
れ

る
（
帥
詰
粥
起
㊥
品
堅
一
↓
鴫
［
）
。
扶
養
制
度
の
本
質
が
私
的
な
親
族
扶
養
で
あ
る
限
り
、
直
ち
に
公
序
に
よ
る
こ
と
も
極
端
で
あ
る
が
、
場
合

に
よ
っ
て
は
現
行
法
の
も
と
で
も
、
法
例
三
〇
条
に
救
済
を
求
め
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
性
質
決
定
さ
れ
た
扶
養
の
法
律
関
係
は
す
べ
て
扶
養
義
務
者
す
な
わ
ち
扶
養
被
請
求
者
の
本
国
法
に
よ
っ
て
判
断

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
扶
養
義
務
の
発
生
、
変
更
、
消
滅
に
関
す
る
一
切
の
問
題
に
対
し
て
扶
養
義
務
者
の
本
国
法
が
適
用
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
先
ず
、
何
人
が
扶
養
義
務
者
で
あ
る
か
、
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
二
一
条
の
「
扶
養
義
務
者
」
と
は
「
扶
養
被
請
求
者
」
あ
る

い
は
「
表
見
的
義
務
者
」
の
意
味
で
、
彼
が
真
に
義
務
者
な
り
や
否
や
は
、
そ
の
本
国
法
の
適
用
の
結
果
始
め
て
確
定
す
る
も
の
だ
か
ら

で
あ
る
（
殿
鮪
甑
識
順
ヨ
讃
端
法
）
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
義
務
者
が
数
人
あ
る
場
合
に
、
そ
の
順
位
、
更
に
何
人
が
真
の
扶
養
権
利
者
で
あ
る
か
、



扶養義務の準拠法439

そ
の
順
位
、
扶
養
義
務
の
内
容
す
な
わ
ち
そ
の
程
度
、
方
法
等
す
べ
て
扶
養
義
務
者
の
本
国
法
に
よ
る
。
し
た
が
っ
て
、
扶
養
義
務
者
が
数

人
あ
り
そ
の
国
籍
を
異
に
す
る
場
合
は
、
扶
養
義
務
は
各
自
の
本
国
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
数
人
の
義
務
者
の
順
位
が
各
本

国
法
に
よ
っ
て
異
な
る
と
き
は
、
扶
養
権
利
者
は
二
重
に
扶
養
を
受
け
、
ま
た
は
全
く
扶
養
を
受
け
え
な
い
場
合
も
生
ず
る
。
こ
こ
で
問
題

と
な
る
の
は
、
い
か
な
る
親
族
関
係
に
あ
る
者
の
間
に
扶
養
義
務
が
生
ず
る
か
は
、
も
ち
ろ
ん
、
扶
養
義
務
の
準
拠
法
す
な
わ
ち
扶
養
義
務

者
の
本
国
法
に
よ
る
が
、
こ
の
扶
養
義
務
の
準
拠
法
の
要
求
す
る
親
族
関
係
が
い
ま
係
争
中
の
当
事
者
間
に
現
実
に
存
在
す
る
か
否
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
般
に
先
決
問
題
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
川
上
太
郎
氏
は
、
こ
の
問
題
は
扶
養
義

務
の
存
否
を
左
右
す
る
先
決
問
題
で
は
あ
る
が
、
扶
養
義
務
の
存
否
と
は
別
の
問
題
で
、
そ
れ
故
に
こ
の
問
題
が
渉
外
的
要
素
を
含
ん
で
お

る
と
き
は
、
そ
の
親
族
関
係
の
存
否
は
何
国
法
に
よ
っ
て
決
定
す
べ
き
か
と
い
う
別
の
国
際
私
法
問
題
が
生
ず
る
と
さ
れ
、
次
の
例
を
掲
げ

る
。
日
本
人
甲
が
米
人
乙
の
婚
外
子
と
し
て
わ
が
裁
判
所
に
提
起
し
た
扶
養
料
の
給
付
を
求
め
る
訴
に
お
い
て
、
わ
が
裁
判
所
は
わ
が
国

際
私
法
上
扶
養
義
務
の
準
拠
法
た
る
米
国
法
を
適
用
す
る
に
際
し
、
甲
乙
間
に
米
国
法
に
い
う
婚
外
父
子
関
係
が
存
す
る
か
否
か
を
確
定

す
る
を
要
す
る
が
、
こ
の
婚
外
父
子
関
係
の
問
題
は
日
本
法
及
び
米
国
法
の
何
れ
か
ら
み
て
も
渉
外
関
係
で
あ
る
か
ら
、
国
際
私
法
上
何

国
法
に
よ
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
国
際
私
法
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
わ
が
裁
判
所
に
お
い
て
適
用
す
べ
き
法
律
は
、
法
廷
地

法
た
る
わ
が
国
の
国
際
私
法
規
定
で
あ
る
か
、
ま
た
は
扶
養
義
務
の
準
拠
法
た
る
米
国
国
際
私
法
規
定
で
あ
る
か
。
　
こ
れ
に
対
し
、
氏

は
、
お
よ
そ
国
際
私
法
は
正
義
及
び
有
用
の
理
念
に
従
っ
て
自
ら
国
際
私
法
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
、
法
廷
地
国
際
私
法
が
一
定
の
法

律
関
係
に
っ
い
て
準
拠
法
を
指
定
す
る
の
は
、
実
質
法
問
題
に
つ
い
て
の
み
そ
の
指
定
の
準
拠
法
を
適
用
し
、
こ
れ
を
公
正
・
妥
当
に
解

決
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
で
、
準
拠
実
質
法
を
適
用
す
る
上
に
生
ず
る
国
際
私
法
問
題
を
も
含
め
て
、
当
該
準
拠
法
国
の
法
秩
序
に
一
任
す

る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
、
　
法
廷
地
法
説
を
と
ら
れ
る
（
⇒
魂
に
燈
ハ
）
。
こ
れ
は
対
し
て
、
メ
ル
ヒ
オ
ー
ル
及
び
ヴ
エ
ン
グ
ラ
ー
に
よ
っ
て

提
唱
さ
れ
た
国
際
私
法
の
技
術
的
意
味
に
お
け
る
先
決
問
題
、
す
な
わ
ち
独
立
の
先
決
問
題
と
は
、
準
拠
実
質
法
の
適
用
に
際
し
て
生
ず
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る
抵
触
法
上
の
問
題
で
、
本
問
題
の
連
結
に
対
し
て
は
一
つ
の
。
。
已
ぴ
器
ρ
5
艮
ρ
已
。
。
・
ま
昌
で
あ
る
（
勺
知
β
一
出
⑦
一
口
叶
｛
6
ゴ
プ
「
6
已
庁
O
已
ω
哺
】
）
｛
O
O
「
ニ
ロ
鮎
σ
O
晦
「
一
時
〔
ゆ
匙
O
ω
H
㊥
丙
　
N
ω
べ
I
o
Q
）
。
ヌ
ス

バ
ウ
ム
に
よ
れ
ば
、
こ
の
新
学
説
は
既
に
そ
の
命
名
（
ワ
つ
O
b
臼
Φ
5
吋
一
陣
吟
已
『
）
で
宿
入
叩
的
な
誤
一
謬
を
犯
す
る
も
の
と
い
い
、
　
こ
の
問
題
性
が
そ

の
真
の
見
通
し
を
立
て
る
な
ら
ば
、
そ
の
自
称
の
本
問
題
（
鵯
麟
口
侍
、
）
の
法
に
8
×
♂
ユ
に
対
す
る
優
先
権
を
与
え
る
必
要
は
な
く
な
る
だ
ろ

う
と
し
て
、
先
決
問
題
の
問
題
性
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
と
い
う
（
』
咋
吟
庁
已
弓
ブ
「
已
ω
ψ
り
ぴ
鱒
β
目
“
〔
｝
「
賃
コ
α
l
N
己
鱒
O
△
O
の
】
㊥
問
声
O
H
－
N
）
。
ラ
ー
ペ
は
、
し
か
し
ヌ
ス
パ
ウ
ム
自

身
こ
の
言
葉
を
尊
重
せ
ず
、
ま
た
一
般
か
ら
も
支
持
さ
れ
て
い
な
い
と
嘲
笑
す
る
が
、
ヌ
ス
バ
ウ
ム
は
、
こ
の
問
題
性
は
文
献
に
お
け
る

注
意
深
い
比
較
法
的
取
り
扱
い
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
に
対
す
る
態
度
を
決
定
し
た
唯
一
つ
の
判
決
も
な
い
と
し
て
、
こ
の
問
題
性
の
機
縁

と
な
っ
た
一
九
三
一
年
四
月
二
一
日
の
フ
ラ
ン
ス
破
棄
院
の
判
決
を
次
の
如
く
批
評
す
る
。
或
る
人
が
、
イ
ン
ド
法
の
も
と
に
あ
っ
た
英

国
民
で
あ
る
被
相
続
人
に
よ
り
養
子
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、
在
フ
ラ
ン
ス
の
土
地
か
ら
成
る
遺
産
に
対
し
て
相
続
権
を
主
張
し

た
。
裁
判
所
は
、
こ
の
相
続
に
フ
ラ
ン
ス
法
を
適
用
し
て
訴
を
棄
却
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
　
〉
昌
c
。
奪
○
。
匹
。
Ω
＜
匡
は
、
嫡
出
卑
属

の
あ
る
被
相
続
人
は
養
子
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
の
卑
属
の
相
続
分
を
減
ず
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
い
う
規
定
で
、
裁
判
所
は
、
養

子
縁
組
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
不
適
格
は
フ
ラ
ン
ス
の
。
己
2
⑰
⊆
臣
。
事
項
で
あ
る
と
し
た
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ヌ
ス
バ
ウ
ム

は
、
こ
の
事
件
は
本
問
題
の
法
と
法
廷
地
法
は
一
致
し
て
い
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
先
決
問
題
は
発
生
し
な
か
っ
た
と
し
、
も
し
本
問
題

の
法
が
フ
ラ
ン
ス
法
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
お
そ
ら
く
フ
ラ
ン
ス
の
o
己
お
苫
ひ
誉
の
配
慮
が
判
決
を
決
定
し
た
で
あ
ろ
う
と
い

い
、
ま
た
こ
の
事
件
で
は
被
相
続
人
の
本
国
法
は
同
時
に
養
子
縁
組
の
法
で
も
あ
っ
た
と
す
る
（
哩
蠕
賠
離
欝
）
。
し
た
が
っ
て
ラ
ー
ペ

も
こ
の
先
決
問
題
は
実
際
的
に
は
あ
ま
り
重
要
で
な
い
と
し
（
困
o
国
O
ρ
］
唱
内
O
°
》
已
古
一
゜
9
ω
）
、
ま
た
ノ
イ
ハ
ウ
ス
も
、
こ
の
問
題
は
現
実
に
は
非
常
に
稀

に
し
か
発
生
し
な
い
と
し
て
、
氏
は
、
そ
れ
は
こ
の
問
題
性
が
稀
に
併
発
す
る
三
つ
の
前
提
条
件
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ

は
、
第
一
に
本
問
題
に
は
必
ず
外
国
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
。
第
二
に
、
そ
の
外
国
の
抵
触
法
は
－
概
念
は
常
に
自
国
実
質
法
の
意
味

に
解
す
る
と
い
う
規
則
で
　
　
結
果
的
に
必
ず
法
廷
地
抵
触
規
範
と
異
な
る
法
秩
序
の
適
用
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
第
三
に
、
こ
の
両
法
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秩
序
の
実
質
法
が
内
容
的
に
も
必
ず
互
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
三
点
を
あ
げ
る
（
舷
賠
勺
謡
○
）
。
確
か
に
こ
の
よ
う
な
実
例
は
少
な

い
も
の
で
あ
ろ
う
。
ヌ
ス
バ
ウ
ム
も
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
が
先
決
問
題
に
関
す
る
8
日
目
。
巳
①
芝
か
ら
の
研
究
で
、
こ
れ
に
該
当
し
た
一
つ

の
ア
メ
リ
カ
判
決
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
報
告
を
引
き
、
こ
の
蓋
然
性
の
新
学
説
は
、
も
っ
と
は
っ
き
り
し
た
姿
で
現
わ
れ
る
実
際
の
事

件
に
く
ら
く
、
ま
た
新
学
説
が
予
想
す
る
選
択
規
範
と
内
国
法
規
範
と
。
己
冨
唱
q
窪
。
（
舩
）
や
『
。
。
・
ご
象
6
釦
冨
（
鞭
微
の
）
等
の
妨
害
要
素
の

組
合
せ
の
な
い
状
態
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
、
更
に
今
日
の
国
際
私
法
の
諸
規
則
で
は
反
致
や
○
§
宕
訂
江
8
の
問
題
解
決
に
十
分
で
な

い
理
由
を
あ
げ
て
、
要
す
る
に
先
決
問
題
の
新
学
説
は
、
た
だ
そ
の
不
明
瞭
さ
を
増
す
だ
け
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
、
こ
の
先
決
問
題
に
お

け
る
本
問
題
の
準
拠
法
説
は
、
そ
の
機
能
的
要
請
か
ら
、
判
決
の
国
際
的
調
和
の
理
想
が
達
せ
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（
ブ
「
已
切
ω
ぴ
知
已
コ
！
O
°
①
．
O
°
一
〇
N
ー
凱
）
。

し
か
し
、
　
こ
れ
に
対
し
、
　
川
上
氏
は
上
記
の
例
で
、
甲
が
乙
を
相
手
方
と
し
て
わ
が
裁
判
所
に
扶
養
料
給
付
の
訴
を
提
起
し
た
場
合
に

は
、
甲
乙
間
に
婚
外
父
子
関
係
が
存
す
る
か
は
米
国
国
際
私
法
の
指
定
す
る
準
拠
法
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
る
べ
く
、
そ
の
結
果
そ
の
存
在

は
あ
る
い
は
否
認
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
し
か
る
に
、
も
し
甲
が
乙
に
対
し
て
わ
が
裁
判
所
に
ま
ず
婚
外
父
子
関
係
の
存
在
の
確

認
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
し
、
そ
の
確
認
を
ま
っ
て
乙
に
対
し
扶
養
料
の
給
付
を
求
め
た
と
き
は
如
何
に
な
る
か
。
こ
の
場
合
に
は
、
婚

外
父
子
関
係
の
存
否
の
問
題
に
対
し
て
わ
が
国
際
私
法
の
指
定
す
る
準
拠
法
を
適
用
す
る
結
果
、
そ
の
存
在
が
肯
定
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
得
る
。
し
か
も
上
記
の
如
く
扶
養
義
務
に
つ
い
て
は
そ
の
存
在
は
あ
る
い
は
否
認
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
一

国
に
お
い
て
同
一
の
問
題
が
、
先
決
問
題
と
し
て
提
起
せ
ら
れ
る
か
、
ま
た
は
本
問
題
と
し
て
提
起
せ
ら
れ
る
か
に
従
い
、
あ
る
い
は
否

定
せ
ら
れ
、
あ
る
い
は
肯
定
せ
ら
れ
る
可
能
性
を
生
ず
る
。
一
国
の
国
際
私
法
が
か
か
る
国
内
的
不
調
和
を
容
認
す
る
も
の
と
は
到
底
考

え
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
（
川
上
、
上
掲
六
二
八
）
。
ま
さ
し
く
然
り
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
準
拠
法
説
の
難
点
で
あ
る
。
ケ
ー
ゲ
ル
も
、
こ
の
よ
う
な
法
学

上
の
精
神
分
裂
症
は
法
の
秩
序
づ
け
の
任
務
に
矛
盾
す
る
と
し
て
、
ド
イ
ッ
判
決
並
び
に
通
説
も
そ
う
で
あ
る
が
、
国
内
判
決
の
一
致
に

お
け
る
利
益
が
、
こ
の
準
拠
法
説
の
採
用
を
禁
止
す
る
と
し
て
い
る
（
咋
露
。
㌣
騙
騨
）
。
し
か
し
、
ラ
ー
ペ
に
よ
る
と
、
氏
は
扶
養
準
拠
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法
が
予
定
し
て
い
る
親
族
関
係
が
在
存
す
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
抵
触
規
範
を
も
含
め
て
、
義
務
者
の
本
国
法
に
よ
る
と
こ
ろ
の
、
わ
が

国
の
い
わ
ゆ
る
準
拠
法
説
で
あ
る
が
、
先
決
問
題
の
問
題
性
に
つ
い
て
次
の
如
く
い
う
。
抵
触
規
範
の
特
色
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
法
概

念
が
配
偶
者
の
身
分
的
関
係
（
》
「
戸
戸
蒔
）
と
か
、
夫
婦
財
産
制
（
㏄
．
件
．
）
、
嫡
出
性
（
診
．
戸
）
、
両
親
と
そ
の
子
の
関
係
（
か
ぷ
○
）
、
相
続
（
鞍
芭
等

の
集
合
概
念
（
o
り
四
日
目
o
〒
●
o
m
江
ぼ
）
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ
ら
の
広
い
集
合
概
念
の
種
々
な
組
合
せ
に
よ
る
抵
触
規
範
相
互
の
限
界
画
定
が
問
題

と
な
る
が
、
集
合
概
念
の
概
念
規
定
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
限
界
の
す
べ
て
は
わ
れ
わ
れ
の
決
定
す
る
と
こ
ろ
で
、
外
国
法
の
容
隊
す

る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
国
際
私
法
上
の
問
題
を
判
断
す
る
場
合
に
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
抵
触
規
範
の
一
つ
に
よ
る
の
か
あ
る

い
は
他
の
も
の
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
の
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抵
触
規
範
の
限
界
画
定
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
先
決
問
題

の
問
題
性
は
全
く
別
種
の
も
の
で
、
す
な
わ
ち
、
あ
る
抵
触
規
範
は
あ
る
一
つ
の
事
件
に
お
い
て
た
だ
そ
の
事
件
に
お
い
て
だ
け
他
の
抵

触
規
範
か
ら
排
除
さ
れ
る
の
か
あ
る
い
は
吸
収
さ
れ
る
の
か
と
い
う
場
合
に
、
こ
こ
で
は
排
除
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
事
件

で
、
ド
イ
ッ
の
抵
触
規
範
は
外
国
法
を
指
定
す
る
。
こ
の
外
国
法
は
効
果
法
（
≠
＜
一
「
奔
已
口
m
切
切
吟
O
け
口
ロ
一
〇
×
　
O
①
C
o
う
①
O
）
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
、
こ
の
外
国
法

は
、
こ
の
よ
う
な
効
果
法
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
問
題
を
も
、
そ
れ
は
本
来
他
の
ド
イ
ッ
抵
触
規
範
の
対
象
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
問
題

に
も
準
拠
法
と
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
。
さ
ら
に
氏
は
こ
れ
を
次
の
如
く
説
明
す
る
。
実
質
規
範
は
法
律
効
果
を
あ
る
一
つ
の
法

律
要
件
に
連
結
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
法
律
要
件
は
ま
た
常
に
一
層
多
く
の
前
提
を
包
含
し
て
い
る
。
こ
れ
は
法
律
要
件
の
要

素
（
弓
自
仲
●
O
¢
⇔
国
口
江
ω
‘
O
」
O
目
O
口
［
O
）
と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
を
も
含
め
て
、
原
則
的
に
は
す
べ
て
わ
れ
わ
れ
の
抵
触
規
範
の
指
定
す
る
準
拠
法
で

判
断
さ
れ
る
。
例
え
ば
不
法
行
為
が
問
題
と
な
る
場
合
、
行
為
者
の
責
任
能
力
す
な
わ
ち
不
法
行
為
能
力
の
如
く
に
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ

ら
の
前
提
条
件
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
た
固
有
の
抵
触
規
範
を
も
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
こ
に
先
決
問
題
の
問
題
性
が
あ
る
と

す
る
。
例
え
ば
、
或
る
人
が
ド
イ
ツ
で
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
を
訴
え
た
場
合
に
、
そ
れ
は
彼
の
自
動
車
所
有
権
の
侵
害
に
よ
る
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
被
害
者
が
自
動
車
の
所
有
者
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
関
し
、
こ
の
所
有
権
の
取
得
に
つ
い
て
は
本
問
題
の
準
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拠
法
が
フ
ラ
ン
ス
法
で
あ
る
理
由
か
ら
、
他
の
ド
イ
ッ
抵
触
規
範
は
排
除
さ
れ
フ
ラ
ン
ス
抵
触
規
範
が
代
わ
る
の
か
、
こ
れ
は
所
有
権
に

関
す
る
問
題
が
本
問
題
の
部
分
問
題
あ
る
い
は
付
帯
問
題
（
別
艶
か
隠
鵠
鷺
）
と
し
て
現
わ
れ
る
と
い
う
理
由
か
ら
か
。
ラ
ー
ペ
は
こ
れ
に
対

し
、
い
わ
ゆ
る
先
決
問
題
に
対
し
て
外
国
抵
触
規
範
を
適
用
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
排
除
さ
れ
た
ド
イ
ッ
抵
触
規
範
の
代
わ
り
に
適
用
す
れ

ば
、
国
際
的
判
決
の
調
和
と
な
る
が
、
ド
イ
ッ
抵
触
規
範
を
適
用
す
れ
ば
、
そ
れ
は
排
除
（
，
く
㊥
叶
ユ
叶
聯
ロ
ー
m
已
目
o
等
）
と
は
矛
盾
す
る
が
、
こ
れ
は
国
内

的
判
決
の
調
和
と
な
る
。
こ
こ
で
外
的
調
和
か
内
的
調
和
か
の
二
者
択
一
に
迫
ら
れ
る
が
、
ラ
ー
ペ
は
こ
れ
は
統
一
的
に
は
答
え
ら
れ
な

い
と
し
、
レ
ワ
ル
ト
や
マ
カ
ー
ロ
フ
と
同
じ
く
、
わ
れ
わ
れ
の
抵
触
規
範
が
判
決
の
調
和
の
た
め
に
他
の
抵
触
規
範
を
排
除
し
て
い
る
か
吸

収
し
て
い
る
か
に
よ
る
と
し
、
結
局
そ
の
基
準
は
当
該
規
範
の
意
味
及
び
目
的
に
、
そ
れ
ら
規
範
の
全
傾
向
に
依
存
し
て
い
る
と
す
る
。

し
か
し
、
原
則
と
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
抵
触
規
範
は
相
互
に
尊
重
し
評
価
し
合
っ
て
い
る
も
の
で
、
他
の
抵
触
規
範
を
吸
収
し
た
り
外
国

に
ま
で
渉
猟
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
く
、
吸
収
は
例
外
の
場
合
で
、
国
内
的
調
和
が
国
際
的
調
和
よ
り
価
値
多
い
と
（
問
画
①
O
Φ
゜
①
．
国
゜
∩
▼
．
《
O
ω
“
H
O
ω
ー
ふ
・
戸
戸
O
－
N
O
）
。

わ
が
解
釈
論
で
も
、
法
例
二
一
条
の
適
用
範
囲
に
お
い
て
、
一
定
の
親
族
関
係
に
あ
る
者
の
間
に
扶
養
義
務
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
は
こ

の
準
拠
法
に
よ
る
が
、
そ
の
当
事
者
間
に
果
し
て
こ
の
よ
う
な
親
族
関
係
が
成
立
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
お
の
ず
か
ら
、
そ

れ
独
自
の
準
拠
法
に
し
た
が
っ
て
判
断
せ
ら
る
べ
き
こ
と
と
し
て
先
決
問
題
と
し
て
扱
う
説
も
あ
る
が
（
折
茂
、
上
掲
、
三
一
八
川
上
、
上
掲
、
六
二
七
）
、
私
は
二
一
条

の
解
釈
と
し
て
は
疑
問
を
も
っ
て
い
る
。
川
上
氏
も
、
先
決
問
題
は
、
扶
養
義
務
の
準
拠
法
た
る
外
国
実
質
法
に
い
う
意
味
で
の
親
族
関

係
は
、
当
事
者
間
に
現
に
存
在
し
て
お
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
扶
養
義
務
の
準
拠
法
を
適
用
す
る
途
上
に
生
ず
る
問
題

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
本
問
題
た
る
扶
養
義
務
の
存
否
の
問
題
の
一
部
分
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
別
個
・
独
立
に
存
す
る
問
題
と
み

る
べ
き
で
は
な
い
、
と
さ
れ
な
が
ら
、
氏
は
、
し
か
し
そ
れ
が
本
問
題
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
先
決
問
題
に
対

し
て
は
本
問
題
の
準
拠
法
所
属
国
の
国
際
私
法
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
の
帰
結
を
ひ
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
さ
れ
る
。
こ
こ

で
、
氏
は
、
こ
の
こ
と
は
、
わ
が
国
際
私
法
規
定
全
体
の
建
前
か
ら
推
し
て
推
論
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
し
、
当
事
者
の
行
為
能
力
の
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存
否
の
問
題
は
、
法
律
行
為
の
成
否
い
か
ん
と
い
う
本
問
題
の
一
部
を
構
成
す
る
問
題
で
あ
り
な
が
ら
、
法
律
行
為
の
成
立
問
題
と
は
別

個
・
独
立
の
問
題
と
し
て
法
廷
地
法
た
る
抵
触
法
に
よ
ら
し
め
て
い
る
と
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
推
し
て
考
え
、
先
決
問
題
は
本
問
題
の
一
部

で
あ
る
と
の
故
を
以
て
法
理
上
当
然
に
本
問
題
の
準
拠
法
所
属
国
国
際
私
法
規
定
に
服
せ
し
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
の
一
般
論
は
、
少
な

く
と
も
わ
が
国
際
私
法
上
は
当
て
は
ま
ら
ぬ
と
さ
れ
る
（
講
座
二
巻
六
二
七
）
。
こ
れ
は
ラ
ー
ペ
の
い
う
抵
触
規
範
相
互
の
限
界
画
定
の
問
題
で
、
そ

れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
わ
れ
わ
れ
の
決
定
事
項
で
、
外
国
法
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
法
例
二
一
条
の
規
定
は
扶
養
義
務
は
扶
養

義
務
者
の
本
国
法
に
よ
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
文
字
通
り
読
め
ば
、
ノ
イ
ハ
ウ
ス
も
い
う
よ
う
に
、
論
理
的
に
は
、
扶
養
義
務
者
の

本
国
法
で
あ
る
そ
の
外
国
法
に
、
そ
の
外
国
法
が
い
か
な
る
内
容
を
そ
の
実
質
規
範
に
お
い
て
使
用
し
て
い
る
法
概
念
に
与
え
る
か
と
い

う
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
外
国
法
に
任
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
、
独
立
の
先
決
問
題
（
ω
O
声
●
ω
吟
陣
コ
ユ
一
哨
O
＜
O
叶
S
「
国
句
O
）
の
意
味
に
お
い
て
、
先
決
問

題
は
常
に
当
該
外
国
抵
触
規
範
の
挿
入
（
国
一
ロ
ー
り
O
げ
①
一
‘
．
q
コ
両
）
の
も
と
に
答
え
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
（
舷
哩
勺
詰
㏄
・
）
。
山
田
錬
一
氏
も
、
先
決

問
題
が
法
廷
地
国
際
私
法
の
規
律
の
対
象
と
し
て
本
問
題
と
同
列
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
問
題
で
あ
る
と
し
、
先
決
問

題
に
お
い
て
決
定
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
問
題
は
そ
れ
自
身
意
味
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
本
問
題
の
解
決
に
関
連
し
て
の
み
意

味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
る
点
に
関
連
し
て
そ
の
見
地
か
ら
み
て
養
子
で
あ
る
者
も
、
他
の
点
に
関
連
し
て
そ
の
見
地
か
ら
み
れ
ば

養
子
で
な
い
こ
と
は
な
ん
ら
妨
げ
な
い
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
綱
翻
旭
磁
い
桔
学
）
。
私
は
法
例
二
一
条
の
意
味
は
、
次
の
如

き
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
も
そ
も
、
扶
養
義
務
を
親
族
扶
養
ま
た
そ
れ
よ
り
広
く
解
し
よ
う
と
、
そ
れ
が
一
般
的
抽
象
的
な
も

の
と
し
て
で
あ
れ
、
一
定
の
親
族
関
係
を
法
律
要
件
と
し
て
当
然
に
発
生
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
法
律
要
件
を
評
価
す
る
も
の
は
、

ま
た
当
然
に
そ
の
扶
養
義
務
な
る
法
律
効
果
の
発
生
を
支
配
す
る
そ
の
法
秩
序
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
い
か
な

る
親
族
関
係
に
扶
養
義
務
を
認
め
る
か
と
い
う
法
的
評
価
は
そ
の
扶
養
義
務
を
支
配
す
る
法
秩
序
だ
け
が
決
定
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か

ら
。
し
か
し
、
法
例
二
一
条
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
本
国
法
を
準
拠
法
と
し
て
い
る
の
で
、
山
田
三
良
氏
の
い
わ
れ
る
通
り
ま
さ
に
循
環
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論
法
で
、
扶
養
義
務
は
そ
れ
を
付
与
す
る
法
律
要
件
の
存
在
に
お
い
て
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
論
理
的
に
は
一
定
の
親
族
関
係
が

現
実
に
成
立
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
す
る
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
扶
養
義
務
が
現
実
に
成
立

し
て
い
な
け
れ
ば
扶
養
義
務
者
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
扶
養
義
務
者
が
確
定
し
て
い
て
、
そ
の
法
律
効
果
発
生
の
法
律
要
件
の
存
在

不
存
在
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
扶
養
被
請
求
者
の
読
み
換
え
か
ら
き
た
誤
解
で
あ
ろ
う
。

こ
の
法
例
二
一
条
を
適
用
す
る
に
当
っ
て
は
、
本
条
が
当
面
生
活
に
困
る
扶
養
請
求
老
す
な
わ
ち
扶
養
権
利
者
を
問
題
と
せ
ず
、
一
方
的

に
扶
養
義
務
者
側
に
重
点
を
お
い
た
た
め
に
、
先
ず
要
扶
養
者
側
か
ら
そ
の
親
子
関
係
あ
る
い
は
親
族
関
係
を
辿
る
わ
け
で
、
両
当
事
者

が
同
一
国
籍
の
場
合
は
問
題
な
い
が
、
異
国
籍
の
場
合
は
、
最
初
に
は
扶
養
被
請
求
者
を
目
し
て
、
親
子
関
係
あ
る
い
は
親
族
関
係
の
存

否
を
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
て
あ
ろ
う
。
か
く
て
始
め
て
扶
養
義
務
者
が
確
定
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
。
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